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びばい未来交響プラン施策評価

施　　策

わかりやすく表す数値目標を設定

「びばい未来交響プラン」
(まちづくりの基本的な方向性を総合的に示す計画)

分野別に分類した施策により計画を構成

〈 施策ごとの目標 〉
　５年後のまちの目指すべき姿

　市の総合計画である「びばい未来交響プラン」後期基本計画(Ｈ２８～Ｈ３２年度)

では、まちづくりの基本的な方向性を分野別に分類し計画を構成しており、この分類

の単位を『施策』として位置付けています。それぞれの施策には、目標として５年後

のまちの目指すべき姿を明示するとともに、目指すべき姿をわかりやすく表すための

数値目標として「まちづくり成果指標」を設定しています。

　施策評価は、「びばい未来交響プラン」を構成する各施策の目標、方向性、成果な

どを自己点検することで、①「びばい未来交響プラン」全体の進捗状況を測る　②ひ

とつひとつの事務事業の実施結果だけでは見えづらい総合的なまちづくりの目標や成

果を確認する　③進捗状況を踏まえ、より効果的な取組内容を検討する　ための手段

となります。

より効果的な取組内容の検討

 「びばい未来交響プラン」全体の進捗状況を測る

　まちづくり成果指標

施策評価
  ひとつひとつの事務事業の実施結果だけでは見えづらい
  総合的なまちづくりの目標や成果を確認
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【 施策を構成する事務事業 】

【 施策の達成状況 】

美唄市総合計画「びばい未来交響プラン」後期基本計画（H28年度～H32年度）において、目標として施策ご

とに設けた5年後（H32年度）のまちの目指すべき姿を記載しています。

「施策の目指すべき姿」に到達するためには、どのようなことをしなければならないかという方向性を記載し

ています。

施策の目指すべき姿を数値目標で表しています。

目標（「施策の目指すべき姿」や「施策の方向性」など）に対する現在の達成状況を記載しています。

施策を構成する事務事業の一覧です。

まちづくり成果指標と関連指標の取得方法を記載しています。

施策の方向性を数値目標で表しています。



１ 人と情報が行き交いにぎわいが生まれるまちづくり

〔１〕産業づくり

(１) 1ページ

(２) 3ページ

(３) 7ページ

〔２〕にぎわいづくり

(４) 9ページ

(５) 11ページ

(６) 13ページ

２ 人と文化を育み交流が広がるまちづくり

〔３〕人づくり

(７) 15ページ

(８) 19ページ

(９) 23ページ

(10) 27ページ

(11) 29ページ

３ 豊かな景観あるれるエコロジーなまちづくり

〔４〕環境づくり

(12) 31ページ

(13) 33ページ

(14) 35ページ

〔５〕うるおいづくり

(15) 37ページ

(16) 41ページ

４ 誰もが健康でいきいきと暮らせるまちづくり

〔６〕健康づくり

(17) 43ページ

(18) 45ページ

〔７〕福祉のまちづくり

(19) 47ページ

(20) 49ページ

農商工連携　・・・・・・・・・・・・・・・・・

農業振興　・・・・・・・・・・・・・・・・・・

商工業振興　・・・・・・・・・・・・・・・・・

保健　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

景観・緑づくり　・・・・・・・・・・・・・・・

高齢者福祉　・・・・・・・・・・・・・・・・・

目　　　　　次

障がい者福祉　・・・・・・・・・・・・・・・・

都市基盤整備　・・・・・・・・・・・・・・・・

ごみ処理　・・・・・・・・・・・・・・・・・・

環境行動　・・・・・・・・・・・・・・・・・・

情報化推進　・・・・・・・・・・・・・・・・・

地域医療　・・・・・・・・・・・・・・・・・・

観光・交流　・・・・・・・・・・・・・・・・・

自然保護　・・・・・・・・・・・・・・・・・・

平和施策　・・・・・・・・・・・・・・・・・・

公共交通　・・・・・・・・・・・・・・・・・・

子育て支援　・・・・・・・・・・・・・・・・・

男女共同参画　・・・・・・・・・・・・・・・・

芸術・文化・生涯学習　・・・・・・・・・・・・

学校教育　・・・・・・・・・・・・・・・・・・



５ 安全で安心して住めるまちづくり

〔８〕安全づくり

(21) 53ページ

(22) 55ページ

〔９〕安心づくり

(23) 57ページ

(24) 59ページ

(25) 61ページ

６ みんなで力を合わせるまちづくり

〔10〕地域経営の確立

(26) 63ページ

65ページびばい未来交響プラン「まちづくり成果指標」一覧　・・・・・・・

協働のまちづくり　・・・・・・・・・・・・・・

コミュニティ　・・・・・・・・・・・・・・・・

雇用対策　・・・・・・・・・・・・・・・・・・

消費者保護　・・・・・・・・・・・・・・・・・

消防　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

防災・防犯・交通安全　・・・・・・・・・・・・



１

〔１〕

（１）

１ 産業間連携の取組
　新商品開発や新たなサービスの提供など、本市の「食」と「農」の魅力を生かしながら、様々な異
業者による新たな発想や展開方法のコーディネートに努めるほか、試験研究機関等とも連携して、美
唄の「食」を生かした商品の開発や6次化に向けた取組などを支援する。

２ 販路拡大の取組
  農商工事業者が連携して、市外の展示会や物産イベントに参加するほか、タイや台湾などで実施す
る道産品・美唄産品の商談会を通じて販売促進を図るとともに、美唄特有の食資源の付加価値を高
め、美唄ブランドとしてブラッシュアップを図る。また、市内では食のフリーマーケットやアンテナ
ショップPiPa、市ホームページ、ポータルサイトPiPaの活用などにより、商品やサービスに関する情
報発信を強化するとともに、個別のニーズに合わせた販路開拓のための営業活動をサポートするな
ど、開発商品が定着するよう支援する。

びばい未来交響プラン施策評価表 評価対象期間 平成30年度末

【 第６期総合計画「びばい未来交響プラン」の施策体系 】 【 主管課及び関係課 】

６つの柱 人と情報が行き交いにぎわいが生まれるまちづくり
 主管課：経済観光課

 関係課：農政課
施策の柱 産業づくり

施　　策 農商工連携

【 施策の目指すべき姿 】

◎地元農産物を活用した特産品が美唄ファンの獲得につながる
　地元農産物などを活用した新しい商品やサービスが生まれ、生産者の顔が見える商品とその魅力を
情報発信することで、マスコミ等の露出が増え、その結果、需要拡大と消費の定着につながり、さら
に、美唄ファンの獲得や、美唄を来訪する方が増加することで、広く地域経済の活性化につながって
いく。

【 目指すべき姿に到達するための施策の方向性 】

【 まちづくり成果指標・関連指標 】 施策の目指すべき姿や方向性を数値目標で表したもの

区
分

整理
No 指　　標 指　標　の　説　明

目標値 実績値 達成度
(進捗度)H32 H28 H29 H30

成
果
指
標

1
新たに商品化された特産
品数

農商工連携の取組の成果を、
新たに商品化された特産品数
で測る指標

15商品
1商品 0商品 0商品 46.7%

H23～32の累積

関
連
指
標

1
農商工連携推進補助金交
付団体数

美唄産の農作物を活用した商
品開発のための試験研究や商
品化までの調査研究及び販路
開拓等の取組の状況を見る指
標

15団体 1団体 1団体 2団体 126.7%

2
物産イベント、商談会等
参加回数

市内外での、一般消費者やバ
イヤー等への商品ＰＲ、販路
拡大を目的とする活動の状況
を見る指標

年3回以上 4回 4回 4回 133.3%

(累計7商品)(累計7商品)

(累計16団体) (累計17団体)

(累計7商品)

(累計19団体)
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1

〈参考〉まちづくり成果指標・関連指標の取得方法

【 施策の達成(進捗)状況 】

　食に対する安全・安心志向、健康志向の高まりや付加価値のある農産物・健康食品を求める消費者

が増加する中、農産物の一大生産地である本市にとっては、良質な農産物の生産に加え、生産者・食

品加工業・小売業・飲食店業などが連携し、地域の特色や強みを生かした新たな付加価値をもった加

工品の開発、販売開拓を進めることが地域経済の循環を高め、地域全体の活性化につながる。

　本市の現状として、農商工連携による新たな商品開発の動きは活発化してきているものの、継続し

た生産・販売が可能な商品化を目指すため、商品開発にかかるストーリーやコンセプトの明確化、大

学・試験研究機関や専門家等との連携強化のほか、商品PRや販路開拓面について強化する取組が必要

である。

　農商工連携を推進するため平成23年度に「農商工連携推進助成制度」を創設し、平成30年度まで10

団体が事業を実施し、米粉や大豆など美唄産農産物を活用した商品が計15品開発された。そのうち1年

以上生産された商品で、現在も継続して生産している商品は7品ある。

　また、今後においても、さらなる農商工連携や6次産業化による商品開発を促進するため、こうした

事業に対する助成等の支援を行うこととする。

【 施策を構成する事務事業 】

事　務　事　業　名 担当課
事業費(千円)
(H30決算額)

事務事業評価

事務事業の今後の方向性

農商工連携推進助成事業 経済観光課 1,714 見直し 対象や目的変更

区
分

整理
No 指　　標 取 得 方 法 算　　定　　式　　等

成
果
指
標

1
新たに商品化された特産
品数

業務取得
美唄産農産物を活用して商品化され1年以上継続販売されている特
産品の数(H23～32の累積)

関
連
指
標

1
農商工連携推進補助金交
付団体数

業務取得 農商工連携推進補助金交付団体数

2
物産イベント、商談会等
参加回数

業務取得 物産イベント、商談会等参加回数

- 2 -
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（２）施　　策 農業振興

【 施策の目指すべき姿 】

◎力強い農業が営まれ、市民や消費者から信頼される産地になる
　青年、女性などが参加し、安定した力強い農業経営により安全・安心な農産物を供給されるととも
に、多面的機能が市民生活に潤いと憩いを提供し、市民や消費者から信頼される産地になる。

【 目指すべき姿に到達するための施策の方向性 】

１ 強い農業経営基盤づくり
　米、麦などの基幹作物や振興作物の安定生産を図っていくことを基本に、さらに所得の向上へつな
げるため農協が振興作物に位置付けるアスパラガスやハスカップなどの一層の生産振興や、収益性の
高い野菜や花き、さらには畜産の振興も図るなど新たな作物、形態も取り入れた経営の複合化を推進
する。
　また、加工や産直販売、ブランド化など高付加価値化、差別化などを図る6次産業化の取組、先進農
業技術の導入などを支援し、農業経営の体質強化と安定化を図っていく。
　生産性の向上と担い手農家への農地の集積など経営安定に資する基盤整備事業については、事業促
進し、生産条件等の改善、向上を図るほか、農業用用排水路施設の長寿命化や必要な改修等が事業化
されるよう国に働きかけるなど、安定的な農業生産が持続可能な環境づくりを進める。
　さらに、女性や若手農業者の経営感覚の向上や営農技術の向上、農業機械等の操作資格の取得など
を支援するほか、新規就農につながる農業体験、農業研修のしくみづくりを進めていくこととし、こ
れら各種の取組を本市の農業関係団体などと連携して推進していく。

２ 消費者に信頼される産地づくり
　地元市民にも求められる安全・安心な農産物づくりを一層広めていくため、農業・農村の有する多
面的機能の維持・発揮の取組や環境保全型農業の取組を継続して支援するほか、それらの活動を通じ
て市民の美唄農業に対する理解促進を図り、市民が応援団となって美唄産農産物・美唄ブランドの農
産物などのPRや地産地消に取り組む環境づくりを進めていく。
　また、食育の実践活動、都市と農村との交流などの場面でも市民や消費者、生産者との結びつきを
深め、美唄市農業の情報発信に努めて、信頼され支持される産地として発展を目指していく。

びばい未来交響プラン施策評価表 評価対象期間 平成30年度末

【 第６期総合計画「びばい未来交響プラン」の施策体系 】 【 主管課及び関係課 】

６つの柱 人と情報が行き交いにぎわいが生まれるまちづくり
 主管課：農政課

 関係課：農地整備課、農業委員会
施策の柱 産業づくり

【 まちづくり成果指標・関連指標 】 施策の目指すべき姿や方向性を数値目標で表したもの

区
分

整理
No 指　　標 指　標　の　説　明

目標値 実績値 達成度
(進捗度)H32 H28 H29 H30

成
果
指
標

2 農業総販売額
農業振興の成果を農産物の総
販売額から見る指標

56億円 54億円 50億円 55億円

61%

4 ほ場整備済面積
農業生産性向上の程度を、ほ
場の整備済面積から見る指標

4,622ha 3,562ha

98.2%

関
連
指
標

3 認定農業者の割合
農業の担い手確保の状況を認
定農業者の割合から見る指標

71% 69% 68% 111.5%

3,806ha 4,163ha 90.1%

5
イエス・クリーン表示制
度登録集団数

消費者に信頼される産地づく
りの状況をクリーン農産物生
産を行う集団数から見る指標

11集団 11集団 11集団 △ 1集団

6 資源保全協力会
農業者と共に地域農地、農業
施設の保全活動を行う組織数
から見る指数

21組織 21組織 21組織 ±0組織

H25を維持

H25より増やす

12集団

(H27)

H25を維持

21組織

(H28) (H29)
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17

【 施策の達成(進捗)状況 】

  本市農業・農村が将来にわたり持続的に発展していくため、「美唄市農業ビジョン」に掲げた施策

の基本方針に基づき、「強い農業経営基盤づくりの推進」に向け、農業生産集団が実施した農業用施

設、機械等の整備事業に対し｢地域づくり総合交付金｣（道費）を活用した間接補助を行ったほか、

「人・農地プラン」の見直し作業を行い、プランに位置づけられた中心経営体の経営規模拡大や6次産

業化の経営改善の取り組みに必要な農業用機械等の整備をTPP関連対策事業や経営体育成支援事業を活

用し支援するとともに、平成30年北海道胆振東部地震及び台風第21号により被害を受けた農業者に対

し、農産物の生産・加工に必要な施設・機械の再建及び修繕等を支援したほか、国の経営所得安定対

策の取り組みや「米生産数量目標」の廃止に伴い平成30年産米から新たにオール北海道で取り組むこ

ととした主食用米の「生産の目安」に係る事務等を各地域農業再生協議会と連携して推進した。

　また、営農技術や経営意欲の向上、複合経営の確立、経営の安定などを図るため、農業後継者等研

修事業を支援するとともに、生産者と農協が連携して取り組むハスカップ及びアスパラガスの作付拡

大・生産拡大に向けた事業の支援や農業次世代人材投資事業により新たに農業経営を開始した新規就

農者の経営安定支援を行ったほか、エゾシカやアライグマ等による農作物被害防止の取り組みを推進

した。

  農地の整備については、大富第1地区、大富第2地区、大富第3地区、大富第4地区、北美唄地区、進

徳一心第1地区、進徳一心第2地区、峰延第1地区、峰延第2地区で道営換地事業を実施したほか、事業

実施に伴う農業者の負担軽減を図るため、農業競争力基盤強化特別対策事業の実施や、ほ場の補修、

維持管理の機器を機械利用組合に対し貸与した。また、国営美唄茶志内地区、美唄地区の国営換地事

業を実施したほか、夏期施工を行う農業者の所得損失を補填するため、中心経営体農地集積促進事業

を実施した。

  「消費者に信頼される産地づくりの推進」に向けて、日本型直接支払制度に基づき、農業・農村の

多面的機能の維持・発揮を図るための地域の共同活動、中山間地域等における農業生産活動、自然環

境の保全を行う農業生産活動を支援対象とした、多面的機能支払交付金事業、中山間地域等直接支払

事業及び環境保全型農業直接支援対策事業の各取り組みについて、国や道とともに支援したほか、生

産者が取り組む北のクリーン農産物表示制度の持続に必要な事務等を関係機関と連携して推進した。

【 施策を構成する事務事業 】

事　務　事　業　名 担当課
事業費(千円)
(H30決算額)

事務事業評価

事務事業の今後の方向性

水稲生産振興事業 農政課 22,689 現状維持 現行の内容が最適

畑作生産振興事業 農政課 22,973 現状維持 現行の内容が最適

農業振興事業 農政課 1,378 現状維持 現行の内容が最適

農業経営改善推進事業 農政課 287 現状維持 法令等の定めあり

農業経営資金利子助成事業 農政課 3,697 現状維持 債務負担行為

中山間地域等直接支払事業 農政課 2,014 現状維持 現行の内容が最適

農業一般管理事務 農政課 817 現状維持 現行の内容が最適

小麦食害対策事業 農政課 790 現状維持 現行の内容が最適

鳥獣捕獲等事業 農政課 4,265 現状維持 現行の内容が最適

畜産一般振興事務 農政課 168 現状維持 現行の内容が最適

経営体育成交付金事業 農政課 48,273 終　了 休　止

農業振興地域整備計画変更事務 農政課 1,007 終　了 事業完了

排水機場管理運営事業 農政課 23,185 見直し 方法の工夫・改善

農業排水管理等事業 農政課 13,952 現状維持 現行の内容が最適

農業用明渠排水及び支派線維持管理事業 農政課 14,553 見直し 拡　充

農業用排水路整備事業 農政課 1,794 見直し 拡　充

農道維持管理事業 農政課 1,488 現状維持 現行の内容が最適
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18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

事　務　事　業　名 担当課
事業費(千円)
(H30決算額)

事務事業評価

事務事業の今後の方向性

ほ場整備事業 農地整備課 375 現状維持 現行の内容が最適

21世紀高生産基盤整備促進対策事業 農地整備課 5,066 現状維持 債務負担行為

耕地利用高度化推進事業 農地整備課 18,800 現状維持 現行の内容が最適

利用権設定等促進事業 農委事務局 815 現状維持 法令等の定めあり

農業委員会事務 農委事務局 11,698 現状維持 法令等の定めあり

農業者年金基金受託事務 農委事務局 1,432 現状維持 法令等の定めあり

担い手確保・経営強化支援事業

中心経営体農地集積促進事業

農地中間管理事業受託等事務

農業競争力基盤強化特別対策事業

国営区画整理推進調査等受託事業

環境保全型農業直接支援対策事業 

排水機場整備事業

経営所得安定対策等推進事業

多面的機能支払交付金事業

成
果
指
標

2 農業総販売額 業務取得

農作物ごとの10ａ当たり生産者販売額(国の交付金の一部を加算)
に作付面積を乗じて算出した額
※「北海道農林水産統計年報(総合編)」の数値を一部引用して算
出している。本数値の算出に必要な全ての統計数値の発表は、生
産年の2年後となる。

〈参考〉まちづくり成果指標・関連指標の取得方法

区
分

整理
No 指　　標 取 得 方 法 算　　定　　式　　等

関
連
指
標

3 認定農業者の割合 業務取得 認定農業者数

4 ほ場整備済面積 業務取得 基盤整備済のほ場(水田)面積の累積

6 資源保全協力会 業務取得 資源保全協力会 組織数

5
イエス・クリーン表示制
度登録集団数

業務取得
北海道が実施するイエス・クリーン農業表示制度に登録している
集団数

農道離着陸場管理運営事業

国営農業用水再編対策事業

国営造成施設管理体制整備促進事業

土地改良センター運営事務

農政課

農政課

農地整備課

2,596

38,216

548

21,489農政課

道営換地計画受託事業 農地整備課 20,219

国営換地計画受託事業 農地整備課 5,921

食料・環境基盤緊急確立対策事業 農地整備課 194

持続的農業・農村づくり促進特別対策事業 農地整備課 749

現状維持

現状維持

現行の内容が最適

現行の内容が最適

現行の内容が最適

農政課

農政課

農政課

農政課

現状維持

現状維持

現状維持

見直し

事業完了終　了

現状維持

現状維持 現行の内容が最適

現状維持 現行の内容が最適

現状維持 債務負担行為

現状維持 債務負担行為

農地整備課

農地整備課

農地整備課

農政課

農政課

18,957

315,267

43,893

13,417

24,779

4,817

170,654

42

6,860

現状維持

現状維持

現状維持

現状維持

終　了

現行の内容が最適

法令等の定めあり

法令等の定めあり

拡　充

現行の内容が最適

現行の内容が最適

現行の内容が最適

法令等の定めあり

休　止
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１

〔１〕

（３）施　　策 商工業振興

【 施策の目指すべき姿 】

◎買い物をする人が増え、企業活動が活発に行われる
　市民が楽しく買い物ができる賑わいのあるまちになる。
　また、新製品や新技術が生まれるなど、企業活動が活発に行われ、環境にやさしい雪冷熱エネル
ギーの活用が広がる。

【 目指すべき姿に到達するための施策の方向性 】

１　商業
　中心市街地での賑わい創出を図るための事業を支援するほか、国などが行っている商業施策などの
情報提供を積極的に行うとともに、個性ある商店街づくりやインターネットによる販売など、消費者
のニーズを捉えたサービス向上の取組を促進し、市民が楽しく買い物ができる、魅力ある商店街づく
りと安定した経営ができる商業環境づくりを進める。

２　工業
　企業の経営基盤の強化を図るため、工場等の新設・増設等に対しての支援の継続や融資制度の貸付
利率の緩和などのほか、美唄地域人材開発センターで行われる人材育成事業の支援の充実とともに、
企業訪問などを通じ、様々な情報提供を行うなど、フォローアップの充実に努める。

３　企業誘致活動
　首都圏や関西圏などの企業訪問や展示会を通じて、ホワイトデータセンター構想や食料備蓄拠点構
想のPRを強化するとともに、国や道の構想に連動し、早期実現に向けた要望活動を強化する。
　また、新産業の創造をめざす団体の活動支援や「ビジネス交流会」の実施など、企業同士の情報交
換・交流活動を活発に行い、企業活動による新製品、新技術の開発支援や、起業を希望する人への支
援を行うなど、企業間・異業種間の交流・連携が積極的に行える環境整備の推進や新たな産業おこし
と雪冷熱エネルギーの活用による産業振興を図る。

びばい未来交響プラン施策評価表 評価対象期間 平成30年度末

【 第６期総合計画「びばい未来交響プラン」の施策体系 】 【 主管課及び関係課 】

６つの柱 人と情報が行き交いにぎわいが生まれるまちづくり

 主管課：経済観光課施策の柱 産業づくり

【 まちづくり成果指標・関連指標 】 施策の目指すべき姿や方向性を数値目標で表したもの

区
分

整理
No 指　　標 指　標　の　説　明

目標値 実績値 達成度
(進捗度)H32 H28 H29 H30

成
果
指
標

3 工業出荷額
工業振興の成果を工業出荷額
の総額で見る指標

192.0億円 158.7億円 149.2億円 157.4億円 82.0%

関
連
指
標

7 企業数
企業活動の活性化の状況を、
市内企業数から見る指標

60社 45社 41社 41社 △ 19社

0件 33.3%
H23～32の累積

9 立地企業数
企業立地活動の成果を測る指
標

3社
3社 0社 1社

8 起業件数
新産業、ベンチャービジネス
支援の成果を見る指標

6件
0件 0件

266.7%
H23～32の累積

10 年間商品販売額
商業統計調査による市内の年
間商品販売額で測る指標

200.0億円 162.6億円 162.6億円 71.9%

226.1億円
H25より増やす

(累計2件) (累計2件)

(累計7社) (累計7社)

(累計2件)

(累計8社)

(H28) (H28)(H28)
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1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

【 施策の達成(進捗)状況 】

　人口減少に伴う消費購買力の減少やインターネット購入、さらに通信販売による購入など、消費者の購買形

態が多様化しており、商業を取り巻く環境は年々厳しい状況となっている。これらの対応策として、指定管理

者制度を活用し、西側商店街に駐車場機能を兼ね備えたイベント広場「まちなか交流広場」を設置し、買物客

の誘導を図るとともに、商業団体が取り組む買物送迎バス運行事業に対して支援している。また、中心市街地

の総合施設内において、魅力ある講座やイベントを実施し賑わいを創出するほか、小さな子どもを抱える子育

て世帯や、高齢者、障がいのある方などがゆっくり安心して過ごせるスペースを確保し、多岐、多世代に渡っ

て広く交流できるコミュニティの場を醸成して中心市街地の活性化を図っている。

　企業の経営基盤強化を図るため、設備投資等に対しての支援の継続や融資制度の貸付金利の緩和など、制度

の充実、拡充を行っていく。

　企業誘致では、首都圏における国内外事業者向け展示会への出展やＮＥＤＯ実証施設の視察受入れを行いホ

ワイトデータセンター構想のＰＲを行うとともに、工場等の立地に向けて積極的に企業訪問や空知団地の視察

受入れを行っていく。

【 施策を構成する事務事業 】

事　務　事　業　名 担当課
事業費(千円)
(H30決算額)

事務事業評価

事務事業の今後の方向性

美唄市食料備蓄推進協議会補助事業 経済観光課 150 現状維持 現行の内容が最適

企業立地活動事業 経済観光課 2,029 現状維持 現行の内容が最適

中小企業等振興資金貸付事業 経済観光課 229,003 見直し 方法の工夫・改善

中小企業指導対策事務 経済観光課 9,411 現状維持 現行の内容が最適

商工振興対策事務 経済観光課 3,675 見直し 方法の工夫・改善

まちなか交流広場管理運営事業 経済観光課 297 現状維持 現行の内容が最適

美唄ハイテクセンター貸付事業 経済観光課 171,500 現状維持 現行の内容が最適

空知団地管理事業 経済観光課 10,478 現状維持 債務負担行為

地域人材育成事業 経済観光課 2,024 見直し 方法の工夫・改善

中心市街地元気創出事業 経済観光課 3,500 見直し 方法の工夫・改善

ＷＤＣプロモーション事業 経済観光課 1,234 現状維持 現行の内容が最適

利雪の聖地びばいプロジェクト事業 経済観光課 1,721 見直し 方法の工夫・改善

中小企業等振興補助事業 経済観光課 45 見直し 拡　充

美唄市プレミアム付商品券事業 経済観光課 0 現状維持 現行の内容が最適

成
果
指
標

3 工業出荷額 工業統計調査
工業統計調査の市内工業製品出荷額総額
※工業統計調査の集計結果は調査対象年の2年後に公表となる

〈参考〉まちづくり成果指標・関連指標の取得方法

区
分

整理
No 指　　標 取 得 方 法 算　　定　　式　　等

関
連
指
標

7 企業数 工業統計調査
工業統計調査の市内製造業企業数
※工業統計調査の集計結果は調査対象年の2年後に公表となる

8 起業件数 業務取得 平成23年度～平成32年度の起業件数の累積

10 年間商品販売額 経済センサス

経済センサスによる市内年間商品販売額
※商業統計調査が廃止されたことから、経済センサスより実績値
を取得
※調査は5年に1度実施され、集計結果は調査対象年の2年後に公
表となる

9 立地企業数 業務取得 平成23年度～平成32年度の立地企業数の累積
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１

〔２〕

（４）施　　策 観光・交流

【 施策の目指すべき姿 】

◎交流人口が増える
　交流拠点施設や安田侃彫刻美術館アルテピアッツァ美唄、宮島沼などの地域資源が有効に活用さ
れ、たくさんの人が美唄を訪れる。

【 目指すべき姿に到達するための施策の方向性 】

１ 情報発信とPR活動の充実
　農産物をはじめ、やきとりやとりめし、加工品、農商工連携助成事業により開発された新商品など
を、札幌圏や首都圏で開催される物産イベントなどに出展し、PR・販路拡大を図るとともに、ハス
カップやアスパラガス等、本市を代表する振興農作物については、生産体制を確保しながら、美唄ブ
ランドの確立に向けた取組を推進する。
　また、道や関係機関と連携し、農協をはじめとした市内事業者に、国内・国外での道産品商談会な
どの参加を促すとともに、安全・安心な道産品・美唄産品をホームページやSNSなどを活用し大々的
に発信し、ふるさと納税寄附者への返礼品の充実も図る。

２ 交流拡大のしくみづくり
　道道美唄富良野線の開通を見据え、新たな交流拠点整備のあり方について検討するとともに、交流
拠点施設「ゆ～りん館」や安田侃彫刻美術館アルテピアッツァ美唄、炭鉱メモリアル森林公園などの
産業遺産や宮島沼などの本市の有する地域資源と芦別市、富良野市など、周辺都市との回遊ルートの
形成に加え、新たな観光ルートにおけるサイクリングツアーなどのイベント実施、シニア層や外国人
を対象としたドライブ観光ルートを作成するとともに、道や市内金融機関と連携を図り、台湾やタイ
などのメディア、旅行会社へのプロモーション・招へいに取り組み、外国人観光客の増加を図るほ
か、Wi-Fiなど通信・情報環境や外国語表示の標識等の設置など、受入環境の整備を行い、海外観光
客を含めた交流人口の増加に努める。

３ 移住・定住の推進
　住宅の新築や中古住宅を購入した転入者への助成の継続及び短期滞在「ちょっと暮らし」事業を継
続するとともに、地方での農業体験や就業を希望する都市部の若者や子育て世帯、シニア層などを対
象に、SNSを活用して、食・観光、医療、子育て、雇用など、市政情報の発信を行い、移住定住の促
進に努める。
　

びばい未来交響プラン施策評価表 評価対象期間 平成30年度末

【 第６期総合計画「びばい未来交響プラン」の施策体系 】 【 主管課及び関係課 】

６つの柱 人と情報が行き交いにぎわいが生まれるまちづくり
 主管課：経済観光課

 関係課：企画財政課
施策の柱 にぎわいづくり

31万人 34.4%

【 まちづくり成果指標・関連指標 】 施策の目指すべき姿や方向性を数値目標で表したもの

区
分

整理
No 指　　標 指　標　の　説　明

目標値 実績値 達成度
(進捗度)H32 H28 H29 H30

成
果
指
標

4 観光入込客数
観光振興・交流推進の成果を
観光入込客数で見る指標

90万人 30万人 30万人

関
連
指
標

11 観光PR活動年間実施回数
観光情報の発信の状況を市外
で実施したPR活動の実施回数
で測る指標

20回 19回 22回

31,574件

H28～32の累積

23回 115.0%

23,738件 47.5%

13 美唄市に移住した人数

移住・定住推進の取組の成果
を移住・定住情報を活用して
実際に美唄市に移住した人数
で測る指標

50人
7人 26人 8人 82.0%

12
観光情報ホームページ年
間アクセス件数

観光情報の利用状況を市の
ホームページの観光情報の
ページへの年間アクセス件数
で測る指標

50,000件 27,337件

(累計33人) (累計41人)
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1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

【 施策の達成(進捗)状況 】

　観光振興については、道内外で開催されるイベントや物産展等に出展して観光特産PRを行ったとともに、周辺市町

との広域連携によるサイクリングイベント「北海道そらちグルメフォンド」の開催やサイクリングコースの案内看板

の整備、国外プロモーション等の取組を実施した。情報発信では市のホームページ以外に、Facebookを通じて速報性

のある観光情報を頻繁に発信するなど、交流人口の増加に向けた取組を進めた。

　道が毎年実施する観光入込数調査によると、平成30年度の本市の観光入込客数は31万人であった。今後、「観光ビ

ジョン」目標値を目指し観光客の誘致による交流人口の増加や地域経済の活性化に結び付ける。

　道道美唄富良野線開通を見据え、広域による観光ルートの開発や、外国人観光客にも対応したSNSやスマートフォ

ンのアプリケーションなどを活用し情報発信に取り組んでいくほか、外国人のニーズが高い教育旅行を誘致するた

め、日本語学習や日本文化を体験できる教育旅行のパッケージの作成や受入側のホスピタリティを高めるために接客

を向上させる外国語講座を宿泊施設等を対象に実施した。

　今後はさらに、外国人の満足度を高めリピーター及び新規客の獲得につなげていくほか、特産品の輸出に向けて、

北海道国際流通機構に加入し他市町との連携による効果的なプロモーションの実施を行う。

　ふるさと納税については、新たに別のポータルサイトを活用し新規納税者やリピーターの確保に努め平成29年度と

比較し122％増収入となった。今後も美唄ならではの返礼品の掘り起こしや返礼品の数を増やす努力を行っていく。

　移住・定住の推進については、市内関係団体により構成される美唄市移住・定住推進協議会により市内への移住・

定住を促進する取組を実施しているほか、市の取組としては、市内に土地を購入し、住宅を新築又は分譲住宅や中古

住宅を購入し移住された方に助成を行っており、平成30年度は4件の実績があった。また、平成29年度から実施して

いる札幌市への通勤費助成については、平成30年度で3件の実績があった。

　平成30年度から新たに、市所有分譲地を購入された方や特別豪雪地帯及び豪雪地帯以外から移住された方で、除排

雪等を市内業者へ委託された方へ、それぞれ経費の7割を助成する取組を開始した。

　今後とも、移住・定住に係る情報を道内外に積極的にPRしていく。

【 施策を構成する事務事業 】

事　務　事　業　名 担当課
事業費(千円)
(H30決算額)

事務事業評価
事務事業の今後の方向性

美唄観光物産協会補助事業 経済観光課 7,500 現状維持 現行の内容が最適

観光振興事業 経済観光課 2,676 現状維持 現行の内容が最適

美唄国設スキー場管理運営事業 経済観光課 7,872 現状維持 現行の内容が最適

美唄国設スキー場整備事業 経済観光課 4,129 現状維持 現行の内容が最適

交流拠点施設管理事業 経済観光課 1,187 現状維持 現行の内容が最適

交流拠点施設整備事業 経済観光課 40,592 現状維持 現行の内容が最適

パークゴルフ場管理事業 経済観光課 8,707 現状維持 現行の内容が最適

体験交流施設管理事業 経済観光課 6,329 現状維持 現行の内容が最適

スキーパトロール隊活動交付事業 経済観光課 300 現状維持 現行の内容が最適

ピパオイの里プラザ管理運営事業 経済観光課 5,368 見直し 方法の工夫・改善

南空知ふるさと市町村圏組合事務 企画財政課 805 見直し 方法の工夫・改善

移住・定住促進事業 企画財政課 6,063 見直し 方法の工夫・改善

国内外観光客誘致対策事業 経済観光課 10,960 現状維持 現行の内容が最適

〈参考〉まちづくり成果指標・関連指標の取得方法

特産品情報発信促進事業 経済観光課 47,933 見直し 拡　充

体験交流施設整備事業 経済観光課 580 現状維持 現行の内容が最適

地域資源を活用した観光地づくり推進事業 経済観光課 8,085 見直し 拡　充

成
果
指
標

4 観光入込客数 業務取得 北海道観光入込客数調査報告による美唄市への観光入込客数

区
分

整理
No 指　　標 取 得 方 法 算　　定　　式　　等

13 美唄市に移住した人数 業務取得
移住・定住情報を活用して実際に美唄に移住した人数(H28～32の
累積)

関
連
指
標

11 観光PR活動年間実施回数 業務取得 市外で実施した観光PR活動の年間実施回数

12
観光情報ホームページ年
間アクセス件数

業務取得 市ホームページの観光情報のページへの年間アクセス件数
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１

〔２〕

（５）施　　策 公共交通

【 施策の目指すべき姿 】

◎移動に必要な交通手段がある
　運転のできない学生・生徒や高齢者、障がい者、妊婦等の交通手段を確保する。

【 目指すべき姿に到達するための施策の方向性 】

１ 公共交通機関
　新たに作成された「地域公共交通網形成計画」に基づき、民間事業者やまちづくりと連携した、
「地域にとって望ましい公共交通のすがた」を明らかにし、利便性を高めていく。また、JRに対し、
利用者が安心して利用できるようダイヤ確保に向けた要請を行っていく。

２　公共交通の見直し
　市民バス路線をはじめ、民間路線や買い物バスなどの既存路線にかかる乗降調査や市民や地域から
の意見を聴取することにより、運行経路や停留所を検討し、継続して運行可能な路線となるよう、コ
ストの縮減と広告料などにより、収益の確保を図る。
　また、乗合タクシー事業についても、乗合タクシー協力事業者や利用者の意見を伺いながら、利用
者の利便性を図るとともに、コストが削減できる方法を検討していく。

びばい未来交響プラン施策評価表 評価対象期間 平成30年度末

【 第６期総合計画「びばい未来交響プラン」の施策体系 】 【 主管課及び関係課 】

６つの柱 人と情報が行き交いにぎわいが生まれるまちづくり

 主管課：生活環境課施策の柱 にぎわいづくり

【 まちづくり成果指標・関連指標 】 施策の目指すべき姿や方向性を数値目標で表したもの

区
分

整理
No 指　　標 指　標　の　説　明

目標値 実績値 達成度
(進捗度)H32 H28 H29 H30

市民バス年間利用者数
市民バスの利用状況を1年間の
市民バス(西線・東線)延べ利
用者数で見る指標

80,000人 76,052人 71,203人 70,341人 87.9%

成
果
指
標

5 市内公共交通の満足度
日常生活で公共交通がどの程
度充足しているかを見る指標

70.0% 64.1% 56.2% 57.2% 81.7%

3,695人 73.9%

【 施策の達成(進捗)状況 】

平成30年度における市内公共交通の満足度は平成29年度に比べ、大きな増減はなく、これは昨年に
引き続き市民バス東線及び南美唄線の実証運行を実施したこと、従来のバス路線の利用が定着してい
ることと思われる。平成31年度は平成29・30年度に行った実証運行から得られた課題や反省点を基
に、本格運行へ移行し、利用者の利便性の向上を図る。

また、平成24年度に東側地区、平成26年度に西側地区において運行を開始した乗合タクシーについ
ては、人口減により年々利用者が減少している。

平成31年度においては、美唄市地域公共交通網形成計画に基づき計画を進め、誰もが利用しやすい
公共交通の構築を目指していく。

15 乗合タクシー年間利用者
乗合タクシーの利用状況を1年
間の延べ利用人数で見る指標

5,000人 4,126人 3,968人

関
連
指
標

14
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1

2

3

4

5

事務事業の今後の方向性

市民バス西線運行事業 生活環境課 9,395 見直し 方法の工夫・改善

【 施策を構成する事務事業 】

事　務　事　業　名 担当課
事業費(千円)
(H30決算額)

事務事業評価

市民バス東線運行事業 生活環境課 27,081 見直し 方法の工夫・改善

美唄市バス路線維持費補助事業 生活環境課 9,422 見直し 方法の工夫・改善

地域公共交通活性化・再生総合事業 生活環境課 2,218 現状維持 現行の内容が最適

地域間幹線系統バス路線維持費補助事業 生活環境課 5,918 現状維持 現行の内容が最適

成
果
指
標

5 市内公共交通の満足度
まちづくり

市民アンケート

通勤・通学や買い物などに行くとき、近くを通るバス路線がな
かったり、使いたい時間帯の便がないなどで困っていますか。
1.近くを通るバス路線がなく困っている 2.使いたい時間帯の便
がなく困っている 3.困るときもあるが現状のままでも我慢でき
る　4.困っていない　　　5.その他( )
3.4の回答者数／全回答者数

〈参考〉まちづくり成果指標・関連指標の取得方法

区
分

整理
No 指　　標 取 得 方 法 算　　定　　式　　等

関
連
指
標

14 市民バス年間利用者数 業務取得 市民バス(西線・東線)の年間延べ利用者数

15 乗合タクシー年間利用者 業務取得 乗合タクシーの年間延べ利用人数
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１

〔２〕

（６）施　　策 情報化推進

【 施策の目指すべき姿 】

◎必要な情報を必要なときに知ることができる
　市民生活やまちづくりの活動に必要な情報を市のホームページなどを通じて、必要なときに知るこ
とができる。また、様々なまちづくりの課題について、ICTを活用して解決につなげることができる。

【 目指すべき姿に到達するための施策の方向性 】

１ 行政情報サービス
　市から提供する情報については、少子高齢化を背景として、医療・保健・福祉、子育て支援、防
災・防犯など、市民生活に身近な情報をきめ細かく提供するとともに、高齢者にもわかりやすい情報
提供の充実を図る。また、総合住民情報システム等の更新により、行政事務の効果的効率的運用を図
るとともに、情報セキュリティ対策に取り組む。
　
２　情報通信環境整備
　光回線のサービスエリア拡大や公共施設等のWi-Fi環境整備を図るとともに、簡易申請機能を活用し
た電子申請手続数を充実させ、市民等の利便性の向上を図る。

びばい未来交響プラン施策評価表 評価対象期間 平成30年度末

【 第６期総合計画「びばい未来交響プラン」の施策体系 】 【 主管課及び関係課 】

６つの柱 人と情報が行き交いにぎわいが生まれるまちづくり
 主管課：秘書広報課

 関係課：市民課
施策の柱 にぎわいづくり

【 まちづくり成果指標・関連指標 】 施策の目指すべき姿や方向性を数値目標で表したもの

区
分

整理
No 指　　標 指　標　の　説　明

目標値 実績値 達成度
(進捗度)H32 H28 H29 H30

美唄市公式ホームページ
年間アクセス件数

アクセス件数により市からの
情報の受信状況を測る指標

180万件 112万件 103万件 109万件 60.6%

成
果
指
標

6 光回線普及率
情報化を進めるための環境が
どの程度整っているかを見る
指標

100.0% 93.7% 94.0% 93.4% 93.4%

19手続 38.0%

【 施策の達成(進捗)状況 】

　「行政情報サービス」については、ホームページやフェイスブック等の活用により、市政情報を迅
速かつ的確に提供し、情報の共有を図るとともに、平成31年4月に民間放送局が行っている地上デジタ
ル放送のデータ放送を利用した、暮らしの情報や災害などの緊急情報をお知らせする「地デジ広報」
を導入した。また、平成30年度から総合住民情報システムをクラウド化し、行政事務の効率化と情報
セキュリティの向上を図った。
　
　「情報通信環境整備」については、光回線のサービスエリアが平成23年12月に市街地のほぼ全てが
接続可能なエリアとなり、平成25年8月からは、峰延町、上美唄町、沼ノ端、中村町中央、西美唄町大
曲、元村、元村美富、山形のそれぞれ一部、同年9月には、茶志内町の一部が拡大された。現在は、市
内の9割以上の世帯が接続可能となっているが、一部未開通エリアもあるため、引き続き要望活動など
を行っていく。

17 電子申請可能な手続数

市への届出や申請などの手続
について、インターネットを
通じてできる数により電子自
治体の進捗度を測る指標

50手続 19手続 19手続

関
連
指
標

16
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1

2

3

事務事業の今後の方向性

地域情報化運用事業 秘書広報課 2,279 見直し 方法の工夫・改善

【 施策を構成する事務事業 】

事　務　事　業　名 担当課
事業費(千円)
(H30決算額)

事務事業評価

行政情報化運用事業 秘書広報課 182,636 見直し 方法の工夫・改善

戸籍事務電算化事業 市民課 25,976 現状維持 債務負担行為

成
果
指
標

6 光回線普及率 業務取得 光回線サービスエリア電話加入者数／市内電話加入者数

〈参考〉まちづくり成果指標・関連指標の取得方法

区
分

整理
No 指　　標 取 得 方 法 算　　定　　式　　等

関
連
指
標

16
美唄市公式ホームページ
年間アクセス件数

業務取得 市ホームページへの年間アクセス件数

17 電子申請可能な手続数 業務取得 インターネットを通じてできる市への届出や申請などの手続数
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２

〔３〕

（７）施　　策 子育て支援

【 施策の目指すべき姿 】

◎安心して子育てができるまち
　子育て仲間との交流を核に、様々なイベントを通じて多世代の人たちとふれあい、子育て講演会や
子育てに役立つ講座等を活用して、子育てが楽しいと感じるまち。

【 目指すべき姿に到達するための施策の方向性 】

１　子育て支援環境
　新びばいっこすくすくプラン(美唄市子ども・子育て支援事業計画)に基づき、すべての子どもたちが健やか
に成長できる環境づくりを関係機関と連携し、地域社会全体で推進する。
　子育て支援の核となる子育て支援センターが、利用しやすく、子育て世代に寄り添うサービスの提供ができ
るよう、利用者ニーズの把握や事業の充実を図る。
　子どもの発達が支援できるよう、こども療育広場に作業療法士の配置を検討する。
　
２　保育環境の整備
　幼児数の推移や課題を踏まえ、へき地保育所の統廃合などについて検討する。
　教育・保育・子育て支援の充実を図るとともに、保育情報を発信し、保護者との情報共有に努める。

３　幼稚園教育
　美唄市幼稚園教育振興計画に基づき、「自分らしさを発揮し、健やかでこころ豊かな子どもを育む」を基本
方針として、幼稚園教育の振興を図る。
　幼児教育や保育を行う施設の形態については、幼児数の推移、美唄市認定こども園の運営状況を踏まえ、総
合的に検討していく。
　また、子どもの発達の連続性を踏まえ、幼児期の教育と小学校以降の教育との円滑な接続を図るため、行事
や授業での交流や教職員の合同研修などにより、幼稚園と認定こども園、保育所、小中学校との連携を深め
る。
　
４　放課後児童対策
　施設や設備の改善、研修等による指導体制の一層の充実を図る。

５　青少年の健全な育成
　青少年の問題行動を未然に防止するとともに健全に育成するため、家庭、学校、地域、関係機関との連携を
図る。

びばい未来交響プラン施策評価表 評価対象期間 平成30年度末

【 第６期総合計画「びばい未来交響プラン」の施策体系 】 【 主管課及び関係課 】

６つの柱 人と文化を育み交流が広がるまちづくり  主管課：こども未来課

 関係課：健康推進課、学務課、
　　　　 生涯学習・スポーツ振興課

施策の柱 人づくり

【 まちづくり成果指標・関連指標 】 施策の目指すべき姿や方向性を数値目標で表したもの

区
分

整理
No 指　　標 指　標　の　説　明

目標値 実績値 達成度
(進捗度)H32 H28 H29 H30

97.3% 96.3% 96.3%

成
果
指
標

7
子育てしやすいまちだと
思う市民の割合

美唄市がどの程度子育てしや
すい環境にあるかを市民の視
点から見る指標

60.0% 29.0% 32.3% 23.0% 38.3%

1日平均21人 91.3%19
子育て支援センター利用
者数

子育ての負担感や孤立感の緩
和が図られているかを見る指
標

1日平均23人 1日平均16人 1日平均21人

関
連
指
標

18 乳幼児健康診査等受診率

受診率が低下しつつある乳幼
児・1歳6か月児・3歳児の健康
診査について、要支援親子の
早期発見・早期支援のために
維持できているかを見る指標

100.0% 96.3%
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1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

事　務　事　業　名 担当課
事業費(千円)
(H30決算額)

事務事業評価

事務事業の今後の方向性

【 施策の達成(進捗)状況 】

　子育て支援については、新びばいっこすくすくプラン(美唄市子ども・子育て支援事業計画)の基本
施策に基づいた各事業を実施した。また、子育て支援センターが実施した子育て講演会や各講座にお
いて子育て世代の交流が図られ、今後においても子育てに役立つ講座など子育て世代のニーズを把握
しながら事業の充実を図っていく。
　保育環境の整備については、市立美唄病院内での病児保育事業の実施や多子世帯保育料の補助の実
施など、安心して子育てができる環境づくりに努めた。
　幼稚園教育については、集団活動の中で、私立幼稚園や保育所等との交流、小中学校や地域との交
流など、多様な連帯の中で、子どもたちの発達に必要な体験と主体的な活動を大切にしながら、幼稚
園教育の充実と義務教育への円滑な接続に努めた。
　放課後児童対策については、利用者が増加していた中央小学校区放課後児童施設の定員を増員した
ほか指導員を1名体制から2名体制とし安全安心な施設環境整備を図った。また、北海道認定の研修会
などへ参加し、資質の向上を図った。
　放課後児童施設の待機児童数　0人
　　H29　開設日数293日　在籍者数198人　年間延べ利用者数26,009人
　　H30　開設日数289日　在籍者数182人　年間延べ利用者数23,963人
　青少年の健全な育成については、青少年センターと青少年問題協議会、青少年育成協議会6地区
や、民生児童委員、警察、各学校などと協力し、市内巡回や啓発活動などを行い、青少年の健全育成
への取り組みを行うとともに、青少年の相談活動を行った。
　　H29 街頭指導・特別指導等　31日 延322人参加
　　　　活動補助　青少年育成協議会 6地区、地域青少年育成協議会 5地区
　　　　相談(電話・メール等)　1件
　　H30 街頭指導・特別指導等　23日 延294人参加
　　　　活動補助　青少年育成協議会 6地区、地域青少年育成協議会 5地区
　　　　相談(電話・メール等)　7件

【 施策を構成する事務事業 】

家庭児童相談事業 こども未来課 42 見直し 拡　充

こども療育広場事業 こども未来課 4,423 現状維持 現行の内容が最適

子育て支援センター管理事業 こども未来課 4,086 現状維持 現行の内容が最適

子育ての広場運営事業 こども未来課 6,178 見直し 拡　充

子育て短期支援事業 こども未来課 19 終　了 廃　止

地域子育て拠点支援事業 こども未来課 152 終　了 廃　止

子育て地域ささえあい事業 こども未来課 31 現状維持 現行の内容が最適

児童手当支給事業 こども未来課 198,557 現状維持 法令等の定めあり

児童扶養手当等支給事業 こども未来課 94,532 現状維持 法令等の定めあり

障がい児居宅生活支援費給付事業 こども未来課 108,772 現状維持 法令等の定めあり

障がい児等保育事業 こども未来課 88 現状維持 現行の内容が最適

母子・父子家庭等支援事業 こども未来課 111 見直し 方法の工夫・改善

母子家庭自立支援給付金事業 こども未来課 29 終　了 廃　止

助産施設事業 こども未来課 775 現状維持 法令等の定めあり

乳幼児健康増進事業 健康推進課 2,271 現状維持 現行の内容が最適

親子の健康づくり事業 健康推進課 21 現状維持 現行の内容が最適

乳幼児等医療費助成事業 市民課 18,556 見直し 対象や目的変更

市立保育所管理運営事業 こども未来課 40,801 見直し 方法の工夫・改善

一時保育事業 こども未来課 2,446 見直し 方法の工夫・改善

へき地保育所管理運営事業 こども未来課 57,927 見直し 縮　小

幼稚園管理運営事業 学務課 1,479 現状維持 現行の内容が最適

幼稚園維持修繕事業 学務課 12 見直し 方法の工夫・改善

私立幼稚園就園奨励補助事業 学務課 832 終　了 事業完了

※

※

※
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24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

事　務　事　業　名 担当課
事業費(千円)
(H30決算額)

事務事業評価

事務事業の今後の方向性

美唄市子ども会育成連絡協議会支援事業
生涯学習・スポーツ振
興課 686 現状維持 現行の内容が最適

児童館管理運営事業
生涯学習・スポーツ振
興課 6 現状維持 現行の内容が最適

青少年センター運営事業
生涯学習・スポーツ振
興課 30 現状維持 現行の内容が最適

青少年健全育成事業
生涯学習・スポーツ振
興課 1,143 現状維持 現行の内容が最適

青少年問題協議会運営事業
生涯学習・スポーツ振
興課 113 現状維持 現行の内容が最適

地域青少年指導対策補助事業
生涯学習・スポーツ振
興課 234 現状維持 現行の内容が最適

美唄市青少年野外教育活動補助事業
生涯学習・スポーツ振
興課 130 現状維持 現行の内容が最適

スポーツ少年団育成補助事業
生涯学習・スポーツ振
興課 250 見直し 拡　充

放課後児童対策事業
生涯学習・スポーツ振
興課 31,957 現状維持 現行の内容が最適

育成医療給付事業 こども未来課 202 現状維持 法令等の定めあり

認定こども園管理運営事業 こども未来課 8,025 現状維持 現行の内容が最適

病児保育室管理運営事業 こども未来課 6,834 現状維持 現行の内容が最適

私立幼稚園一時預かり事業 学務課 2,161 現状維持 法令等の定めあり

　※　「終了／廃止」となっているが、事業の内容は、他の事業に統合され継続する。

認可外保育施設多子世帯保育料補助事業 こども未来課 1,706 現状維持 現行の内容が最適

私立幼稚園施設型給付費負担金給付事業 学務課 75,482 現状維持 法令等の定めあり

不妊治療費助成事業 健康推進課 525 現状維持 現行の内容が最適

成
果
指
標

7
子育てしやすいまちだと
思う市民の割合

まちづくり
市民アンケート

美唄市は、子育てしやすいまちだと思いますか。(小学生以下の
子を持つ人)　1.はい　2.いいえ
1の回答者数／全回答者数

〈参考〉まちづくり成果指標・関連指標の取得方法

区
分

整理
No 指　　標 取 得 方 法 算　　定　　式　　等

関
連
指
標

18 乳幼児健康診査等受診率 業務取得 乳幼児・1歳6か月児・3歳児健康診査の受診者数／全対象者数

19
子育て支援センター利用
者数

担当課(保育所)
アンケート

子育て支援センター利用者数
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２

〔３〕

（８）施　　策 学校教育

【 施策の目指すべき姿 】
◎基礎的・基本的な学力を身につけた子どもが育つ
　学校で学習したことをしっかりと身につけるため、家庭学習の定着が図られている。学校と家庭における学びが連動し、
学ぶ楽しさを実感した子どもたちが主体的に学び、基礎学力が着実についている。
　また、地域との結びつきを大切にした豊かな体験機会の実施により、たくましく生きる力をもった子どもたちが育ち、幼
稚園から高等学校までの特色ある教育活動の連携が生まれている。

【 目指すべき姿に到達するための施策の方向性 】
１ 学校教育

　学力の向上について、各学校の特性等に応じた創意工夫のある授業の創造に努めるほか、全校的な学習規律の周知・徹底

を図るとともに、子どもが楽しく通える学校づくりに取り組む。また、PTAとの連携や啓発資料の作成・配布などをとおし

て、家庭における基本的生活習慣の定着を働きかける。特に、家庭学習の習慣化を最重点に取り組む。さらに、放課後学習

の一層の充実を図るために地域ボランティア等の活用について検討していく。

　体力の向上については、各学校で行っている「一校一実践」の更なる改善・充実を図る。さらに、農業体験学習や食育を

通し、幼保・小中・高校へとつながる「学びの連携」を図るなど、本市の特色ある教育の推進に努める。

　様々な体験等による豊かな心の育成を図るとともに、特別支援教育、いじめ・不登校等対策については、学校教育だけで

なく、地域や家庭、関係機関との連携により、支援体制の充実に努める。

　今日的な教育課題への取組については、教育課程検討委員会を設置し、課題可決に向け市内全校が共通した取組みを行う

ことを協議し、より質の高い学習が展開できるよう努める。

２ 教育環境の整備

　地域の人たちとともに登下校時の見守りを継続することで、児童生徒の安全の確保に取り組む。また、老朽化に伴う学校

施設の計画的な改修に努めるほか、情報通信機器やデジタル教材等、ICT環境の充実を図る。

びばい未来交響プラン施策評価表 評価対象期間 平成30年度末

【 第６期総合計画「びばい未来交響プラン」の施策体系 】 【 主管課及び関係課 】

６つの柱 人と文化を育み交流が広がるまちづくり

 主管課：指導室　学務課施策の柱 人づくり

成
果
指
標

8
家庭学習を毎日1時間以
上行っている子どもの割
合

学力向上のため、児童・生徒
が家庭学習の習慣を身につけ
ているかを見る指標

27.4% 36.4% 38.5%

【 まちづくり成果指標・関連指標 】 施策の目指すべき姿や方向性を数値目標で表したもの
区
分

整理
No

指　　標 指　標　の　説　明
目標値 実績値 達成度

(進捗度)H32 H28

△ 8.4
ﾎﾟｲﾝﾄ

51.6% 60.4% 46.4%

△ 4.5
ﾎﾟｲﾝﾄ

H29 H30

62.0% 53.5%

＋2.4

ﾎﾟｲﾝﾄ

54.9% 59.5% 48.5%

△ 15.2
ﾎﾟｲﾝﾄ

56.9%

75.7% 68.0%

△ 2.0
ﾎﾟｲﾝﾄ

48.7% 54.5% 54.5%

＋5.5
ﾎﾟｲﾝﾄ

66.8%

ﾎﾟｲﾝﾄ

45.9% 46.6% 38.9%

△ 4.9
ﾎﾟｲﾝﾄ

48.9% 50.5% 52.6%

＋10.1
ﾎﾟｲﾝﾄ

48.3% 49.1% 55.8%

＋11.1

42.3% 43.6% 44.2%

＋3.1
ﾎﾟｲﾝﾄ

19人 18人

関
連
指
標

20
全国学力・学習状況調査
の平均正答率

学力の定着度を「全国学力・
学習状況調査」の平均正答率
で測る指標

Ｈ25より高める
全国平均正答率
(ＡＢの平均値

比較)
小国語51.1
小算数63.7
中国語70.0
中数学49.0

△ 10人22 不登校児童生徒数

小中学校や教育委員会で取り組ん
でいる不登校対策の状況を「児童
生徒の問題行動等生徒指導上の諸
問題に関する調査」で測る指標

26人

21 体力・運動能力

体力や運動能力の状況を「全
国体力・運動能力、運動習慣
調査」の体力合計点で測る指
標

H25より高める

小学生 46.9%

小学生

中学生
中学生 50.9%

H25より減らす

H25より高める
小学校男子

42.5%

小学校女子

44.7%

中学校男子

43.8%

中学校女子

41.1%

28人

小学校男子

小学校女子

中学校男子

中学校女子

小学校国語

小学校算数

中学校国語

中学校数学

小学生

中学生

小学校国語

小学校算数

中学校国語

中学校数学

小学校男子小学校男子

小学校女子小学校女子

中学校男子中学校男子

中学校女子中学校女子

小学校男子

小学校女子

中学校男子

中学校女子

小学生

中学生

小学校国語

小学校算数

中学校国語

中学校数学

小学校男子

小学校女子

中学校男子

中学校女子

- 19 -



1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

【 施策を構成する事務事業 】

事　務　事　業　名 担当課
事業費(千円)
(H30決算額)

事務事業評価

事務事業の今後の方向性

【 施策の達成(進捗)状況 】

　確かな学力の育成については、「確かな学力育成プラン」を着実に推進し、全国的な調査による学

力・学習状況調査や標準学力テストの分析と検証をもとに、基礎学力の向上に努めた。

　生活のリズムの確立や授業の予習・復習、読書習慣等の定着に向けては、家庭学習の充実が欠かせ

ないことから、「家庭学習の手引き」による啓発活動に努めるとともに、学校においては、発達段階

に応じた主体的な学習習慣が身に付くよう、家庭との連携を図ってきた。

　豊かな心の育成については、教育活動全体を通して行う道徳教育をはじめ、発達段階に応じた社会

奉仕や自然体験活動、読書活動等を通じて、ルールやマナーを身に付けるとともに、互いに尊重し合

う気持ち、やさしさと思いやりの心を育ててきた。

　不登校などへの対応については、家庭と学校との連携を図りながら、適応指導教室での指導やス

クールソーシャルワーカーとの関わりの中で、子どもたちの生活のリズムを整え、学習意欲の醸成等

へとつなげてきた。

　美唄らしい特色ある教育の推進については、グリーン・ルネサンス推進事業において、幼・小・

中・高校間での学びの連携に努め、協同作業や探究活動を通じて、農業の大切さ、生命の大切さなど

を学ぶ場を設けた。

　教育環境の整備については、安全・安心で快適な教育環境を実現するため、中央小学校大規模改修

実施設計を行ったほか、美唄中学校の屋内運動場屋根葺替工事を実施した。また、学校給食センター

については、蒸気ボイラーと学校給食配送車両の更新を行い、衛生管理の徹底、施設の適正管理に努

めた。

教師用教科書・指導書購入事業 学務課 1,067 現状維持 現行の内容が最適

小学校管理運営事業 学務課 55,293 現状維持 現行の内容が最適

小学校教材購入事業 学務課 4,422 現状維持 現行の内容が最適

小学校コンピュータ教育事業 学務課 10,840 見直し 拡　充

小学校大規模改修事業 学務課 6,696 現状維持 現行の内容が最適

小学校維持修繕事業 学務課 4,389 現状維持 現行の内容が最適

中学校管理運営事業 学務課 41,156 現状維持 現行の内容が最適

中学校教材購入事業 学務課 3,305 現状維持 現行の内容が最適

中学校コンピュータ教育事業 学務課 9,147 見直し 拡　充

中学校大規模改修事業 学務課 18,349 現状維持 現行の内容が最適

中学校維持修繕事業 学務課 2,415 現状維持 現行の内容が最適

外国人講師小中学校派遣事業 指導室 9,427 見直し 拡　充

小中学校文化行事開催事業 学務課 49 現状維持 現行の内容が最適

就学援助事業 学務課 25,653 見直し 拡　充

学校保健管理事業 学務課 7,706 現状維持 現行の内容が最適

学校事故・災害対策事務
（学校災害賠償保険等） 学務課 1,176 現状維持 現行の内容が最適

特別支援教育振興事業 指導室 27,489 現状維持 現行の内容が最適

不登校児童生徒指導対策事業 指導室 4,909 現状維持 現行の内容が最適

学校支援地域本部事業
生涯学習・スポーツ振
興課 960 見直し 拡　充

中体連南空知大会補助事業 学務課 210 現状維持 現行の内容が最適

美唄市文化・体育大会派遣補助事業 学務課 3,268 現状維持 現行の内容が最適

グリーン・ルネサンス推進事業 学務課 749 見直し 方法の工夫・改善

スクールバス運行維持管理事業 学務課 57,027 見直し 拡　充

スクールバス更新事業 学務課 20,245 見直し 拡　充

学校給食センター管理運営事業 学務課 42,882 現状維持 現行の内容が最適

学校給食費管理補助事業 学務課 902 現状維持 現行の内容が最適

- 20 -



27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

事　務　事　業　名 担当課
事業費(千円)
(H30決算額)

事務事業評価

事務事業の今後の方向性

学校給食センター整備事業 学務課 10,498 現状維持 現行の内容が最適

言語治療教室事業 指導室 100 現状維持 現行の内容が最適

空知教育センター組合事業 学務課 1,030 現状維持 現行の内容が最適

小学校教職員住宅維持修繕事業 学務課 508 現状維持 現行の内容が最適

中学校教職員住宅維持修繕事業 学務課 289 現状維持 現行の内容が最適

教職員健康診断事務 学務課 1,438 現状維持 現行の内容が最適

通級指導教室交通費助成事業 指導室 28 現状維持 現行の内容が最適

〈参考〉まちづくり成果指標・関連指標の取得方法

教育委員会運営事務 学務課 3,937 現状維持 現行の内容が最適

学力向上プロジェクト推進事業 指導室 3,689 見直し 拡　充

学校適正配置事業

学校施設・設備整理配置事業

美唄市内高等学校支援事業

学校給食配送車両整​備事業

学務課

学務課

学務課

学務課

成
果
指
標

8
家庭学習を毎日1時間以
上行っている子どもの割
合

担当課(学校)
アンケート

全国学力・学習状況調査(児童・生徒質問紙)において、学校の授
業時間以外に1時間以上勉強をしていると回答した児童・生徒の割
合

区
分

整理
No 指　　標 取 得 方 法 算　　定　　式　　等

22 不登校児童生徒数 業務取得 不登校児童生徒数

関
連
指
標

20
全国学力・学習状況調査
の平均正答率

業務取得 市内と全国との比較

21 体力・運動能力 業務取得 市内と全国の比較で、全国平均を50とした場合

1,851

118

750

9,098

見直し

現状維持

見直し

終　了

対象や目的変更

現行の内容が最適

拡　充

事業完了
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２

〔３〕

（９）施　　策 芸術・文化・生涯学習

【 施策の目指すべき姿 】

◎生涯学習を行うための安全で快適な環境が整えられている
　市民が自発的に文化活動やスポーツに取り組むことのできる安全で快適な環境が整えられている。
　優れた芸術等に触れる機会や環境が提供され、自らの活動の成果を発表する場が充実している。

【 目指すべき姿に到達するための施策の方向性 】

１ 生涯学習活動の充実
　市民の皆さんの多様で旺盛な学習意欲とライフスタイルの変化に応えるため、大学等との連携によ
る学習機会の充実と時代状況に応じた内容の選択や拠点となる施設の検討を進めるとともに、ICTの活
用などを含め、サークル・団体間の情報交換や交流を促進する。また、学んだ成果を自主的、主体的
な活動として、まちづくりなどに生かしていくしくみを検討していく。
　市民の心と体の健康推進のため、スポーツ健康都市宣言を行い、平成27年度に実施した「チャレン
ジデー」を契機とした運動習慣づくりを様々な団体や機関等と連携し、広げていく。
　文化・スポーツ施設については、人口減少に伴う整理・統合や計画的な改修に努めるとともに、市
民会館・公民館については、図書館とともに、「生涯学習センター」としての整備を具体的に検討し
ていく。図書館については、さらに利用しやすくなるよう工夫をしていく。
　新たに、スポーツの振興、交流によるまちづくりを進めるため、スポーツ合宿の誘致活動を進めて
いく。

２ 歴史、文化財等の伝承と活用
　郷土史料館については、通年開館に向け、検討するとともに、郷土の歴史や自然などを学ぶ場とし
て利用が広がるように、利用方法等について、見直しを図る。
　文化財については、適正な維持・保全と活用を進めるとともに、木造建築物については、計画的な
改修・補強により、その保存に努める。
　少子高齢化や余暇の多様化など、様々な要因から後継者不足となっている市指定無形文化財につい
ては、子どもたちを中心とした後継者の育成に努め、次世代につなげていく取組を進めていく。

３ 芸術・文化の鑑賞
　「文化芸術創造都市」としての文化的活動を一層活性化させるため、市内外の施設間の連携を深
め、美唄らしい芸術・文化イベントの企画・開催などにより、多くの人々が楽しめる時間と空間を創
造していく。
　安田侃彫刻美術館アルテピアッツァ美唄については、施設の充実や情報発信に努める。

びばい未来交響プラン施策評価表 評価対象期間 平成30年度末

【 第６期総合計画「びばい未来交響プラン」の施策体系 】 【 主管課及び関係課 】

６つの柱 人と文化を育み交流が広がるまちづくり
 主管課：生涯学習・スポーツ振興課

 関係課：サテライト・キャンパス推進室
施策の柱 人づくり

【 まちづくり成果指標・関連指標 】 施策の目指すべき姿や方向性を数値目標で表したもの

区
分

整理
No 指　　標 指　標　の　説　明

目標値 実績値 達成度
(進捗度)H32 H28 H29 H30

市内で芸術・文化鑑賞を
した市民の割合

身近に芸術・文化にふれる機
会があるかを見る指標

40.0% 25.6% 23.5% 26.2% 65.5%

成
果
指
標

9
生涯学習・スポーツに取
り組んでいる市民の割合

生涯学習施設や情報を提供す
ることにより、活動の機会が
得られているかを見る指標

50.0% 40.8% 40.8% 35.3% 70.6%

41.5% 103.8%24
1日30分以上、週2回以上
の運動習慣を身に付けて
いる市民の割合

健康保持やスポーツに関心が
あり、実践しているか測る指
標

40.0% 41.5% 38.7%

関
連
指
標

23
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1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

事務事業の今後の方向性

安田侃彫刻美術館アルテピアッツァ美唄管理運営事業
生涯学習・スポーツ振
興課 24,235 見直し 拡　充

【 施策の達成(進捗)状況 】

　生涯学習活動の充実については、市民の多様なニーズに応えるため、美唄サテライト・キャンパス
事業を中心に年齢を問わず、広く生涯学習機会を提供した。
　サークル・団体間の情報交換、交流の促進は、実施に至っていないため、次年度以降において引き
続き検討する。
　図書館については、運営コストの効率化を図るとともに、民間事業者の能力と活力を積極的に活用
し、市民サービスの一層の向上と、図書館機能の拡充を図ることを目的に、指定管理者制度を導入し
た。
　スポーツの振興については、スポーツ健康都市宣言の周知を図り、市民の皆さんが健康でいきいき
と暮らすことができるよう、様々な運動やスポーツを楽しみ、健康づくりに対する意識をより高める
よう、スポーツ推進委員をはじめ関係団体等と連携して取り組んだほか、4回目の参加となったチャレ
ンジデーでは、参加率35.9％の結果となった。
　スポーツ施設の整備については、市営野球場の本部棟改築、内野外野グラウンド改修、バックネッ
ト取り付けを実施したほか、サン・スポーツランド美唄の野外トイレを簡易水洗化した。
　スポーツ合宿誘致については、合宿誘致パンフレット及びクライミングパンフレットを各種会場に
設置するとともに競技団体や競技関係者を訪問するなど、合宿誘致に向けたＰＲを行った。
　歴史、文化財等の伝承と活用では、郷土史料館は美唄市の歴史を後世に伝える貴重な施設であるこ
とから、来館者の見学サポートや、閉館期間中の移動史料館を継続したほか、旧桜井家住宅など指定
文化財の保全点検を実施した。
　芸術・文化の鑑賞については、市民文化祭などで、多数の出展や入場者が訪れた。

【 施策を構成する事務事業 】

事　務　事　業　名 担当課
事業費(千円)
(H30決算額)

事務事業評価

安田侃彫刻美術館アルテピアッツァ美唄整備事業
生涯学習・スポーツ振
興課 1 見直し 拡　充

公民館・市民会館整備事業
生涯学習・スポーツ振
興課 9,717 現状維持 現行の内容が最適

公民館・市民会館管理運営事業
生涯学習・スポーツ振
興課 43,605 現状維持 現行の内容が最適

南美唄コミュニティセンター管理運営事業
生涯学習・スポーツ振
興課 985 現状維持 現行の内容が最適

郷土史料館管理運営事業
生涯学習・スポーツ振
興課 1,092 現状維持 現行の内容が最適

社会教育施設管理事業
生涯学習・スポーツ振
興課 114 現状維持 現行の内容が最適

生涯学習事業
生涯学習・スポーツ振
興課 176 現状維持 現行の内容が最適

文化財保護事業
生涯学習・スポーツ振
興課 696 見直し 拡　充

スポーツ大会・教室開設事業
生涯学習・スポーツ振
興課 980 見直し 拡　充

保健体育管理事務
生涯学習・スポーツ振
興課 375 現状維持 法令等の定めあり

体育施設管理運営事業
生涯学習・スポーツ振
興課 7,437 見直し 拡　充

温水プール管理運営事業
生涯学習・スポーツ振
興課 40,399 見直し 拡　充

美唄サテライト・キャンパス事業
サテライト・キャンパス
推進室 50 現状維持 現行の内容が最適

体育センター管理運営事業
生涯学習・スポーツ振
興課 7,156 見直し 拡　充

総合体育館管理運営事業
生涯学習・スポーツ振
興課 33,327 見直し 拡　充

スポーツ合宿誘致等推進事業

図書館管理運営事業

総合体育館整備事業
生涯学習・スポーツ振
興課 0 見直し 拡　充

体育施設整備事業
生涯学習・スポーツ振
興課 154,505 見直し 拡　充

現行の内容が最適

拡　充

生涯学習・スポーツ振
興課
生涯学習・スポーツ振
興課

40,189

1,484

現状維持

見直し
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成
果
指
標

9
生涯学習・スポーツに取
り組んでいる市民の割合

まちづくり
市民アンケート

生涯学習として何か活動を行っていますか。
1.教養・資格　2.スポーツ・レクリエーション　3.芸術・文化
4.ボランティアや地域活動　5.趣味・娯楽　6.その他　7.特に
行っていない
1～6の回答者数／全回答者数

〈参考〉まちづくり成果指標・関連指標の取得方法

区
分

整理
No 指　　標 取 得 方 法 算　　定　　式　　等

関
連
指
標

23
市内で芸術・文化鑑賞を
した市民の割合

まちづくり
市民アンケート

この1年間に市内で行われた音楽会、美術展、演劇など、芸術･文
化の鑑賞ためにどのくらい足を運びましたか。
1.5回以上　2.2～4回
3.1回　4.鑑賞していない
1～3の回答者数／全回答者数

24
1日30分以上、週2回以上
の運動習慣を身に付けて
いる市民の割合

まちづくり
市民アンケート

1日30分以上、週2回以上の運動を行っていますか。
1.行っている　2.行っていない
1の回答者/全回答者数
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２

〔３〕

（10）

１ 啓発活動と協働による取組
　男女共同参画やあらゆる分野での女性の社会進出と生活との調和の考え方が広く理解されるよう、
講演会やワークショップの開催、市の広報紙やホームページなどを活用した啓発活動を継続して行う
とともに、性別や家庭環境などに関わらず暮らしの質を高めることができるよう、関係団体との協働
による活動の継続・拡充に努める。

２ 女性登用の推進
　市の審議会やあらゆる分野への女性の登用を要請し、政策・方針決定などの指導的立場への女性参
画を推進する。

３ 暴力の根絶に向けたネットワークづくり
　配偶者等からの暴力を根絶するため、関係機関や団体相互の連携強化を進め、暴力の防止、被害者
の保護や自立支援の取組を進める。

びばい未来交響プラン施策評価表 評価対象期間 平成30年度末

【 第６期総合計画「びばい未来交響プラン」の施策体系 】 【 主管課及び関係課 】

６つの柱 人と文化を育み交流が広がるまちづくり

 主管課：秘書広報課施策の柱 人づくり

施　　策 男女共同参画

【 施策の目指すべき姿 】

◎男女が平等であるという意識が広く浸透する
　性別による役割分担意識にとらわれない男女平等意識、人権意識が広く浸透し、あらゆる分野にお
いて対等なパートナーとして男女がともに参画できる社会になる。

【 目指すべき姿に到達するための施策の方向性 】

10
固定的な性別役割分担意
識を持たない市民の割合

男女共同参画の考え方の浸透
度を測る指標

60.0%

【 まちづくり成果指標・関連指標 】 施策の目指すべき姿や方向性を数値目標で表したもの

区
分

整理
No 指　　標 指　標　の　説　明

目標値 実績値 達成度
(進捗度)H32 H28 H29 H30

59.9% 60.8% 58.6% 97.7%

関
連
指
標

25
現在、男女が平等だと感
じている市民の割合

男女共同参画の取組の成果
を、男女平等と感じている市
民の割合から見る指標

60.0% 31.9% 26.0% 26.4% 44.0%

17.0% 56.7%

成
果
指
標

26
市の審議会等への女性の
登用率

男女共同参画の状況を、市の
審議会等への女性の登用率か
ら見る指標

30.0% 22.7% 18.8%
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1

事　務　事　業　名 担当課
事業費(千円)
(H30決算額)

事務事業評価

事務事業の今後の方向性

【 施策の達成(進捗)状況 】

　「啓発活動と協働による取組」については、美唄市男女共同参画推進協議会と連携し、講演会の開
催や会報誌(年2回)の発行、各種イベントでの啓発活動などを通じて、男女共同参画社会の実現に向け
た取組を進めた。今後もこれらの取組を継続していくとともに、広報紙やホームページ等を活用し、
より一層の啓発活動に努めていく。
　「女性登用の推進」については、審議会等への女性登用率の向上を図るため、女性委員登用の働き
かけを行っているが、目標値には遠い状況となっている。
　「暴力の根絶に向けたネットワークづくり」については、啓発パンフレットや啓発ポスターを公共
施設に配置するとともに、広報紙やホームページ等を活用して啓発を行った。また、配偶者暴力防止
に関する会議に参加し、国や道をはじめ関係団体との連携を深めた。今後ともこれらの取組を継続し
ていく。

【 施策を構成する事務事業 】

男女共同参画社会形成促進事業 秘書広報課 0 現状維持 現行の内容が最適

〈参考〉まちづくり成果指標・関連指標の取得方法

区
分

整理
No 指　　標 取 得 方 法 算　　定　　式　　等

成
果
指
標

10
固定的な性別役割分担意
識を持たない市民の割合

まちづくり
市民アンケート

「夫は外で働き、妻は家庭を守るべき」という考え方についてど
う思いますか。1.同感しない　2.どちらかといえば同感しない
3.どちらかといえば同感する  4.同感する  5.わからない　1.2の
回答者数／全回答者数

関
連
指
標

25
現在、男女が平等だと感
じている市民の割合

まちづくり
市民アンケート

現在の男女の地位の平等感についてどのように感じていますか。
1.平等である 　2.男性が優遇されている　3.女性が優遇されてい
る　4.わからない
1の回答数／全回答数

26
市の審議会等への女性の
登用率

業務取得 審議会等の女性委員の数／審議会等の委員の数
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（11）

1

１ 啓発活動と協働による取組
　戦争経験のない子どもたちに、戦争の悲惨さや平和の大切さについて、理解を深めてもらうととも
に核兵器廃絶平和都市宣言に込めた世界平和の願いが、子どもから高齢者まで広い世代にわたり浸透
していくよう、啓発活動を継続していく。
　また、多くの市民や団体との協働による平和祈念行事を開催して、平和について考える機会を確保
しながら、世界平和と核兵器の廃絶を願う市民の輪をさらに広げていく。

２ 他都市との連携
　平和首長会議では、2020年までの核兵器廃絶を目指す行動指針「2020ビジョン(核兵器廃絶のための
緊急行動)」の取組の一つとして、「核兵器禁止条約」の交渉開始を求める署名活動を展開しており、
本市もこの活動に取り組むなど、平和を願う国内外との連携を図っていく。

びばい未来交響プラン施策評価表 評価対象期間 平成30年度末

【 第６期総合計画「びばい未来交響プラン」の施策体系 】 【 主管課及び関係課 】

６つの柱 人と文化を育み交流が広がるまちづくり

 主管課：総務課施策の柱 人づくり

施　　策 平和施策

【 施策の目指すべき姿 】

◎平和を願い、考える機会がある
　市民一人ひとりが平和を願い、平和の大切さを考える機会を持つことができる。

【 目指すべき姿に到達するための施策の方向性 】

【 まちづくり成果指標・関連指標 】 施策の目指すべき姿や方向性を数値目標で表したもの

区
分

整理
No 指　　標 指　標　の　説　明

目標値 実績値 達成度
(進捗度)H32 H28 H29 H30

成
果
指
標

11 平和祈念行事数
平和について考える契機とな
る行事の数から、平和施策の
継続した取組状況を測る指標

4件 4件 4件 4件

〈参考〉まちづくり成果指標・関連指標の取得方法

100.0%

【 施策の達成(進捗)状況 】

　啓発活動と協働による取組については、まちづくりの理念である「平和の希求」を具体化するた

め、平和ミニコンサート及びポスター展の開催や、図書館に平和図書コーナーを設置するなど、「平

和祈念行事」を継続実施した。

　他都市との連携については、163か国、7,833都市により構成される平和首長会議が取り組む署名活

動を行ったほか、今後とも核兵器廃絶に向けた具体的な取組が行われるよう、平和を願う国内外の都

市や自治体と連携を図っていく。

【 施策を構成する事務事業 】

事　務　事　業　名 担当課
事業費(千円)
(H30決算額)

事務事業評価

事務事業の今後の方向性

平和祈念事業 総務課 41 見直し 方法の工夫・改善

区
分

整理
No 指　　標 取 得 方 法 算　　定　　式　　等

成
果
指
標

11 平和祈念行事数 業務取得 平和祈念のための年間行事数
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（12）

１ 宮島沼の保全と活用
　宮島沼水鳥・湿地センターを拠点として、地域住民や関係機関と連携しながら、自然と親しむこと
により環境保全の大切さを感じることができるよう、イベントの開催や環境学習を推進する。
　また、宮島沼と周辺の湖沼群、周囲の農地が国の「生物多様性保全上重要な里地里山」の一つに選
定されたことから、マガン等が飛来する環境を保全するため、沼の再生やワイズユースなど、関係団
体や研究機関の協力により調査を行うとともに、改善に向けた取組を進める。

２ 協働による取組の推進
　人と自然が共生できる社会を目指して、宮島沼ボランティアの育成と活動を支援するとともに、専
門的な知識を有している専門家やボランティア団体と一緒に、自然環境保全や生物多様性に配慮した
協働による活動を進める。

びばい未来交響プラン施策評価表 評価対象期間 平成30年度末

【 第６期総合計画「びばい未来交響プラン」の施策体系 】 【 主管課及び関係課 】

６つの柱 豊かな景観あふれるエコロジーなまちづくり

 主管課：生活環境課施策の柱 環境づくり

施　　策 自然保護

【 施策の目指すべき姿 】

◎豊かで美しい自然が残っている
　ラムサール条約登録湿地である宮島沼をはじめ市内に残る貴重な自然環境を維持、保全することに
より、多くの人が楽しむことができる豊かで美しい自然が残っている。

【 目指すべき姿に到達するための施策の方向性 】

【 まちづくり成果指標・関連指標 】 施策の目指すべき姿や方向性を数値目標で表したもの

区
分

整理
No 指　　標 指　標　の　説　明

目標値 実績値 達成度
(進捗度)H32 H28 H29 H30

成
果
指
標

12 市内の自然環境の満足度
自然環境の保全と活用の取組
の成果を市民の満足度から見
る指標

84.7% 87.6% 83.0%
△ 2.3
ﾎﾟｲﾝﾄ

561人 522人 515人 51.5%

【 施策の達成(進捗)状況 】

関
連
指
標

27
宮島沼に関する環境学習
会への年間参加者数

自然環境の保全と活用の取組
状況を環境学習等の行事への
参加者数から見る指標

1,000人

　「市内の自然環境の満足度」については、おおむね目標値を達成している。

　「宮島沼に関する環境学習会への年間参加者数」については、目標値を達成できていないが、今後

においても宮島沼カントリーフェスなどのイベント開催時に自然環境の保全と取組についてＰＲを行

うことにより環境学習を推進する。

　また、宮島沼の環境を保全するため、沼の再生やワイズユースなどの取組を進めるとともに、人と

自然が共生できる社会を目指して、自然環境保全や生物多様性に配慮した活動を進める。

H25より高める

85.3%
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2

【 施策を構成する事務事業 】

事　務　事　業　名 担当課
事業費(千円)
(H30決算額)

事務事業評価

事務事業の今後の方向性

宮島沼自然環境保全基礎調査事業 生活環境課 4,629 現状維持 現行の内容が最適

宮島沼水鳥・湿地センター管理運営事業 生活環境課 1,953 現状維持 現行の内容が最適

〈参考〉まちづくり成果指標・関連指標の取得方法

区
分

整理
No 指　　標 取 得 方 法 算　　定　　式　　等

成
果
指
標

12 市内の自然環境の満足度
まちづくり

市民アンケート

市内の自然環境について、どのように感じていますか。1.満足
2.どちらかといえば満足　3.普通　4.どちらかといえば不満　5.
不満　  1～3の回答者数／全回答者数

関
連
指
標

27
宮島沼に関する環境学習
会への年間参加者数

業務取得 宮島沼に関する環境学習等への行事への年間参加者数
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（13）施　　策 環境行動

【 施策の目指すべき姿 】

◎地球にやさしい生活をする市民が増えていく
　多くの人が環境を大切にする意識を持ち、環境に配慮した行動を取っている。

【 目指すべき姿に到達するための施策の方向性 】

１ 環境意識の高揚
　市民一人ひとりが身近な地域や地球規模の環境について理解を深め、環境を大切にする行動がとれ
るよう環境学習を推進する。
　市民が環境に対する意識を高め、環境保全活動へと結びつけるために、環境に関する情報を収集
し、これらの情報が市民や事業者に有効に活用されるよう情報提供を充実させる。

２ 環境行動の実践
　市民や事業者、団体の自主的な環境保全活動や環境美化活動を促進するとともに、必要な支援を行
う。
　また、市民、事業者、市との協働により、省エネに向けた取組やマイバックの利用拡大、各種イベ
ントでのリユース食器の活用など、環境保全活動に取り組む。

びばい未来交響プラン施策評価表 評価対象期間 平成30年度末

【 第６期総合計画「びばい未来交響プラン」の施策体系 】 【 主管課及び関係課 】

６つの柱 豊かな景観あふれるエコロジーなまちづくり

 主管課：生活環境課施策の柱 環境づくり

【 まちづくり成果指標・関連指標 】 施策の目指すべき姿や方向性を数値目標で表したもの

区
分

整理
No 指　　標 指　標　の　説　明

目標値 実績値 達成度
(進捗度)H32 H28 H29 H30

成
果
指
標

13
地球にやさしい生活をし
ている市民の割合

環境への負荷を減らす取組の
成果を具体的な行動を行って
いる市民の割合から見る指標

75.6% 74.9% 77.1%
△ 2.0
ﾎﾟｲﾝﾄ

関
連
指
標

28 エコセミナー参加者数

環境に配慮した生活や低炭素
社会づくりに対する関心の度
合いをセミナー参加者数から
見る指標

100人 50人 50人 50人 50.0%

29
美唄クリーン作戦参加者
数

市民、事業者、団体との協働
による環境保全活動の取組を
参加者数から見る指標

670人 550人 550人 600人 89.6%

【 施策の達成(進捗)状況 】

　「地球にやさしい生活をしている市民の割合」については、目標値を下回っていることからエコセ
ミナー等を通じて市民の環境意識を高めていく。
　「エコセミナー参加者数」については、目標値を達成していないが、今後においても、エコセミ
ナーを継続して開催することにより、環境を大切にする行動がとれるよう環境学習を推進するととも
に、環境に関する情報提供を充実させ、市民の環境意識の高揚を図る。「美唄クリーン作戦参加者
数」については、目標値を達成していないことから、引き続き、市民・事業者等へ参加の呼びかけを
行っていく。
　また、市民や事業者、団体の環境保全活動や環境美化運動を促進するための必要な支援を行い、環
境行動の実践に取り組む。

H25より高める

79.1%
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2

3

4

5

6

7

【 施策を構成する事務事業 】

事　務　事　業　名 担当課
事業費(千円)
(H30決算額)

事務事業評価

事務事業の今後の方向性

公害防止対策事業 生活環境課 1,286 現状維持 現行の内容が最適

環境衛生推進事業 生活環境課 8,905 現状維持 現行の内容が最適

野犬掃とう事業 生活環境課 367 現状維持 現行の内容が最適

墓地管理運営事業 生活環境課 338 現状維持 現行の内容が最適

区
分

整理
No 指　　標 取 得 方 法 算　　定　　式　　等

火葬場整備事業 生活環境課 2,700 現状維持 現行の内容が最適

墓地参道整備事業 生活環境課 633 現状維持 現行の内容が最適

火葬場管理運営事業 生活環境課 21,865 現状維持 現行の内容が最適

関
連
指
標

28 エコセミナー参加者数 業務取得 エコセミナー参加者数

29
美唄クリーン作戦参加者
数

業務取得 美唄クリーン作戦参加者数

成
果
指
標

13
地球にやさしい生活をし
ている市民の割合

まちづくり
市民アンケート

地球環境にやさしい生活をするために行っていることはあります
か。
1.節電・節水に努めている　2.自動車のアイドリングをひかえて
いる　　　3.買い物にマイバックを持参している　　4.洗剤など
は詰め替え可能な商品を選んでいる　5.再生素材を使用した商品
をなるべく選んでいる
6.ごみの分別をきちんとしている　　7.生ごみは、家庭内でたい
肥化してごみの減量に努めている　8.その他( )　9.特に行ってい
ない
1～8のうち、3つ以上行っている回答者数／全回答者数

〈参考〉まちづくり成果指標・関連指標の取得方法
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（14）施　　策 ごみ処理

【 施策の目指すべき姿 】

◎ごみの発生が抑えられ、環境に与える負荷が軽減されている
　ごみの発生・排出を少なくし、資源の積極的なリサイクルを進めることにより、環境に与える負荷
を軽減する資源循環型社会に向かっていく。
　また、環境教育が行われ、ごみの適正排出についての理解が深まっていく。

【 目指すべき姿に到達するための施策の方向性 】

１ ごみの適正処理
　ごみの分別排出の徹底により、適正分別率の向上を図り、ごみの発生抑制と資源化できるごみの適
正な排出を促進していくとともに、生ごみの堆肥化施設やリサイクルセンターの適切な管理により資
源循環型社会を推進していくほか、不法投棄防止に向けた啓発活動を推進していく。
　また、燃やせるごみについても、広域による中間処理施設により、適正な処理を行う。

２ ごみの減量と資源リサイクル
　サンアール推進員などと連携した啓発活動等を通じ、ごみの減量化等に対する市民意識の高揚を図
るとともに、生産、流通、消費の各段階でのごみの発生抑制や排出されたごみの減量化・リサイクル
の推進により、「ごみゼロ」に向けた環境について、学習会や情報交換などの取組を進める。

３　し尿の適正処理
　し尿及び浄化槽汚泥については、奈井江浄化センターにおける広域処理を適正に行っていく。

びばい未来交響プラン施策評価表 評価対象期間 平成30年度末

【 第６期総合計画「びばい未来交響プラン」の施策体系 】 【 主管課及び関係課 】

６つの柱 豊かな景観あふれるエコロジーなまちづくり

 主管課：生活環境課施策の柱 環境づくり

【 まちづくり成果指標・関連指標 】 施策の目指すべき姿や方向性を数値目標で表したもの

区
分

整理
No 指　　標 指　標　の　説　明

目標値 実績値 達成度
(進捗度)H32 H28 H29 H30

成
果
指
標

14 ごみの適正分別率
ごみの適正な排出に関する意
識の向上と実践度を見る指標

90.0% 77.3% 76.2% 77.6% 86.2%

ごみのリサイクルの状況を見
る指標

28.0% 23.8% 23.4% 25.0%

31 ごみ不法投棄件数
ごみが適正に処理されている
かを見る指標

0件 12件 10件

89.3%

関
連
指
標

30
市民1人当たり年間ごみ
排出量

ごみ排出量が減少しているか
を測る指標

0.30t 0.32t 0.31t 0.32t △0.02t

15件
15件
超過

32 リサイクル率
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【 施策の達成(進捗)状況 】

　成果指標・関連指標については目標値を達成していないため、市の清掃指導員による巡回指導や啓

発活動を継続して行っていくとともに、サンアール推進などと連携した啓発活動を通じ、ごみの適正

分別・ごみの減量化の取組を進める。

　また、生ごみ堆肥化施設・リサイクルセンター・広域による焼却施設等の適切な管理により資源循

環型社会を推進し、ごみの適正処理に努める。

【 施策を構成する事務事業 】

事　務　事　業　名 担当課
事業費(千円)
(H30決算額)

事務事業評価

事務事業の今後の方向性

ごみの減量化・再資源化推進事業 生活環境課 74,457 現状維持 現行の内容が最適

リサイクルセンター管理運営事業 生活環境課 20,351 現状維持 現行の内容が最適

ごみ収集運搬等事業 生活環境課 116,097 現状維持 現行の内容が最適

最終処分場・生ごみ堆肥化施設等管理運営事業 生活環境課 128,117 現状維持 現行の内容が最適

ごみ処理センター管理運営事業 生活環境課 5,733 現状維持 現行の内容が最適

し尿収集運搬等事業 生活環境課 39,572 現状維持 現行の内容が最適

ごみ運搬車整備事業 生活環境課 21,774 現状維持 現行の内容が最適

〈参考〉まちづくり成果指標・関連指標の取得方法

し尿共同処理施設管理運営事業 生活環境課 27,882 現状維持 現行の内容が最適

ごみ広域処理焼却施設管理運営事業 生活環境課 78,872 現状維持 現行の内容が最適

成
果
指
標

14 ごみの適正分別率 業務取得
適正分別排出量(可燃ごみ総排出量×組成分析より算出した可燃ご
み適正分別率＋不燃ごみ総排出量×組成分析より算出した不燃ご
み適正分別率)／ごみ総埋立量

区
分

整理
No 指　　標 取 得 方 法 算　　定　　式　　等

32 リサイクル率 業務取得 資源ごみ収集量／ごみ総排出量

関
連
指
標

30
市民1人当たり年間ごみ
排出量

業務取得 年間ごみ収集量／年度末住民基本台帳人口

31 ごみ不法投棄件数 業務取得 市で対応した年間不法投棄件数
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３

〔５〕

（15）施　　策 都市基盤整備

【 施策の目指すべき姿 】

◎機能的な都市基盤が整っている
　道路や下水道など、市民生活を送る上で必要な都市基盤が整い、機能的な都市環境ができている。
　環境へ配慮、安全で安心して住めるまちづくり、中心市街地の高齢者等が安心して入居できる住宅
の供給、快適でゆとりある居住環境ができる。

【 目指すべき姿に到達するための施策の方向性 】

１ 土地利用と道路交通網などの整備
　人口規模に見合った市街地の形成に向けて、現在の市街地を基本とした用途地域の見直しを行うな
ど、秩序ある都市空間づくりを進める。
　道路整備を継続するとともに、橋りょうの計画的な改修、道路ストックの点検を行い道路利用者の
安全確保に努めるほか、国道12号の4車線化及び道道美唄富良野線の早期完成に向けた要望を継続して
行う。
　道路の除排雪については、広域ブロック化に基づいた効率的な除排雪を行い、冬期の安全な生活と
交通を確保する。また、景観に配慮した公共サインの整備を進める。

２ 公営住宅
　人口減少・高齢化に対応した住環境づくり、居住環境の向上を進めながら、公営住宅の計画的な更
新と整備を進めていく必要があることから、美唄市住生活基本計画、公営住宅等長寿命化計画に基づ
き、今後予定している建替えや集約について需要把握による適正な供給戸数の検討による再編を進め
るとともに、既存の公営住宅の適切な維持管理、耐久性の向上、日常的な点検による計画的な修繕な
どの予防保全に努める。

３ 上下水道
　上水道については、公営企業として企業経営の安定性や水道事業の効率化を図ることを目的に桂沢
水道企業団と構成3市による水道事業統合に向けた検討を行うとともに、水道施設や水質管理を徹底
し、安全で安定した水道水の供給を図る。
　下水道については、美唄市流域関連公共下水道事業計画に合わせ、事業計画区域内の未整備地区を
計画的に整備を進め、普及率の向上を図る。
　

びばい未来交響プラン施策評価表 評価対象期間 平成30年度末

【 第６期総合計画「びばい未来交響プラン」の施策体系 】 【 主管課及び関係課 】

６つの柱 豊かな景観あふれるエコロジーなまちづくり
 主管課：都市建築住宅課

 関係課：都市整備課、上下水道課
施策の柱 うるおいづくり

【 まちづくり成果指標・関連指標 】 施策の目指すべき姿や方向性を数値目標で表したもの

区
分

整理
No 指　　標 指　標　の　説　明

目標値 実績値 達成度
(進捗度)H32 H28 H29 H30

成
果
指
標

15 都市機能の満足度

都市基盤整備の成果をJR美唄
駅を中心とした都市機能に対
する市民の満足度から見る指
標

63.6% 65.7% 63.5%
△ 4.8
ﾎﾟｲﾝﾄ

道路舗装率
道路整備の状況を舗装率から
見る指標

57.5% 54.1% 53.8% 54.0% 93.9%

34 道路除排雪の満足度
道路除排雪に関する成果とし
ての市民満足度を測る指標

66.9% 51.6% 56.8%
＋3.2
ﾎﾟｲﾝﾄ

78.9% 90.2%35 下水道普及率
生活基盤整備の達成度を、計
画的に整備を進めている下水
道の普及率から見る指標

87.5% 80.7% 79.0%

関
連
指
標

33

H25より高める

68.3%

H25より高める

53.6%
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1
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4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

事務事業の今後の方向性

都市計画一般管理事務 都市建築住宅課 7,671 見直し 方法の工夫・改善

【 施策の達成(進捗)状況 】

　道路新設改良事業については、美培線とゆたかニュータウン1線の改良舗装、西美唄地区ほか1地区

の簡易舗装、南美唄地区ほか1地区の側溝整備を実施した。

  また、都市計画街路整備事業については、西4条南1丁目地区ほか1地区の改良舗装、東4条南4丁目地

区の側溝整備を実施した。

　なお、道路改良率は70.4％、道路舗装率は54.0％となった。

　橋りょうについては、橋梁長寿命化修繕計画に基づき、学田橋の改修を実施した。

　町内会などが設置するLED街路灯については、383灯の助成を実施した。

　除排雪については、市民生活や経済活動の基盤となる道路交通網を確保するため、効率的な除排雪

の実施に努めた。また、中心市街地についても、民間との協力・連携した除排雪を実施した。

　上水道については、公営企業の事業経営の安定を図るため経費の削減に努め、水道事業の効率化を

目的に桂沢水道企業団と構成3市による水道事業統合に向けた検討を継続して進める。

  また、安全な水を安定して供給するため、老朽化した配水管等の改良事業を実施し、有収率向上と

赤水の解消に努め、水道管の耐震化を進めるとともに、水質管理の徹底のため浄水場施設の老朽設備

更新を実施した。

　下水道については、石狩川流域下水道中部処理区事業を引き続き実施するとともに、光珠内地区の

汚水整備を実施し、汚水処理区域の拡大と水洗化の促進に努めた。

　なお、普及率は78.9％、水洗化率は95.2％となった。

　今後は、光珠内地区の未整備地区について計画的に整備を進め、普及率の向上を図る。

【 施策を構成する事務事業 】

事　務　事　業　名 担当課
事業費(千円)
(H30決算額)

事務事業評価

土木一般管理事務 都市整備課 2,462 現状維持 現行の内容が最適

道路台帳更新事務 都市整備課 4,460 現状維持 現行の内容が最適

都市計画街路整備事業 都市整備課 30,095 見直し 拡　充

道路新設改良事業 都市整備課 80,089 見直し 拡　充

道路維持管理事業 都市整備課 141,529 見直し 拡　充

橋りょう維持管理事業 都市整備課 7,097 見直し 拡　充

除排雪事業 都市整備課 551,568 見直し 方法の工夫・改善

中心市街地除排雪事業 都市整備課 22,579 現状維持 現行の内容が最適

街路灯補助事業 都市整備課 15,099 現状維持 現行の内容が最適

交通安全施設整備事業 都市整備課 2,885 見直し 拡　充

橋りょう新設改良事業 都市整備課 116,080 見直し 拡　充

河川整備事業 都市整備課 13,059 見直し 拡　充

河川維持管理事業 都市整備課 9,642 見直し 拡　充

市営住宅維持管理事業 都市建築住宅課 38,390 見直し 方法の工夫・改善

公営住宅改善事業 都市建築住宅課 59,466 見直し 方法の工夫・改善

住宅改修促進助成事業 都市建築住宅課 5,913 見直し 方法の工夫・改善

建築指導事務 都市建築住宅課 180 見直し 方法の工夫・改善

汚水整備事業 上下水道課 100,174 現状維持 現行の内容が最適

雨水整備事業 上下水道課 30,856 現状維持 現行の内容が最適

個別排水処理施設整備事業 上下水道課 18,014 現状維持 現行の内容が最適

個別排水処理施設維持管理事業 上下水道課 25,556 現状維持 現行の内容が最適

受益者負担金賦課徴収事務 上下水道課 48,681 現状維持 現行の内容が最適
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24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

事　務　事　業　名 担当課
事業費(千円)
(H30決算額)

事務事業評価

事務事業の今後の方向性

下水道使用料賦課徴収事務 上下水道課 28,198 現状維持 現行の内容が最適

水洗便所普及促進事業 上下水道課 1,712 現状維持 現行の内容が最適

下水道管渠維持管理事業 上下水道課 40,697 現状維持 現行の内容が最適

石狩川流域下水道組合事業 上下水道課 54,601 現状維持 現行の内容が最適

石狩川流域下水道整備事業 上下水道課 32,274 現状維持 現行の内容が最適

除雪機械整備事業 都市整備課 44,356 終　了 事業完了

公営住宅建替事業 都市建築住宅課 5,594 見直し 方法の工夫・改善

水道事業 上下水道課 793,287 現状維持 現行の内容が最適

上水道増補改良事業 上下水道課 234,737 現状維持 現行の内容が最適

工業用水道事業 上下水道課 70,126 現状維持 現行の内容が最適

浄水場施設改良事業(工水） 上下水道課 7,614 現状維持 現行の内容が最適

〈参考〉まちづくり成果指標・関連指標の取得方法

浄水場施設改良事業(水道） 上下水道課 19,170 現状維持 現行の内容が最適

工業用水道増補改良事業 上下水道課 19,597 現状維持 現行の内容が最適

成
果
指
標

15 都市機能の満足度
まちづくり

市民アンケート

JR美唄駅を中心とした道路や公共交通の状況、公園の配置など、
都市機能全体について、どのように感じていますか。1.満足して
いる　2.やや満足　3.普通　4.やや不満　5.不満
1～3の回答者数／全回答者数

区
分

整理
No 指　　標 取 得 方 法 算　　定　　式　　等

35 下水道普及率 業務取得 処理区域内人口／年度末住民基本台帳人口

関
連
指
標

33 道路舗装率 業務取得 舗装済市道延長／市道延長

34 道路除排雪の満足度
まちづくり

市民アンケート

冬期間の道路や歩道の除排雪の状況について、どのように感じて
いますか。
1.満足　2.どちらかといえば満足　　3.普通　4.どちらかといえ
ば不満　　5.不満
1～3の回答者数／全回答者数
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３

〔５〕

（16）施　　策 景観・緑づくり

【 施策の目指すべき姿 】

◎景観づくりの活動が広がっている
　花や緑にあふれたうるおいのある景観を楽しむことができるように、市民との協働で景観づくりが
進んでいる。

【 目指すべき姿に到達するための施策の方向性 】

１ 景観づくり
　公園を適切に維持管理するとともに、公園施設長寿命化計画に基づき施設の更新や高齢者など様々
な年齢層が利用できる施設の整備及び施設点検による修繕等を行うとともに、緑の基本計画を策定
し、市民と市との協働で花木の植栽などの景観の向上や緑づくりに向けた活動を広げていく。
　また、今ある優れた景観を掘り起こす「美唄百景」の取組を継続するとともに、都市景観、農村景
観、自然環境、歴史的環境の保全や活用及び発信方法などについて、検討していく。

２ 森林の保全と活用
　森林の効果や多面的機能を理解してもらうため、市民が森林を体験し身近に感じる機会の充実を
図っていく。
　また、私有林の伐採後の植林活動を北海道と共に支援し、適正な保全管理を行うことで森林面積の
維持に努める。
　地球温暖化防止に向けた取り組みについては、個人や団体による環境貢献活動の必要性を唱え、美
唄市森林整備計画に基づく森林の保全と植樹の推進に努める。

びばい未来交響プラン施策評価表 評価対象期間 平成30年度末

【 第６期総合計画「びばい未来交響プラン」の施策体系 】 【 主管課及び関係課 】

６つの柱 豊かな景観あふれるエコロジーなまちづくり
 主管課：都市整備課

 関係課：農政課
施策の柱 うるおいづくり

【 まちづくり成果指標・関連指標 】 施策の目指すべき姿や方向性を数値目標で表したもの

区
分

整理
No 指　　標 指　標　の　説　明

目標値 実績値 達成度
(進捗度)H32 H28 H29 H30

成
果
指
標

16
公園管理ボランティア実
施回数

地域が主体となった景観づく
りの実践状況を見る指標

22回 27回 21回 75.0%

28回

公園・緑地の利用率
公園・緑地の適正管理の状況
を利用率から見る指標

38.3% 38.9% 34.2%
△ 10.2
ﾎﾟｲﾝﾄ

37 森林面積
森林面積が維持されている状
況を見る指標

12,266ha 12,244ha 12,244ha 12,247ha 99.8%

30ha 115.4%38 除伐・間伐面積
森林を適正に生育するために
実施する事業量

26ha 12ha 20ha

関
連
指
標

36
H25より高める

44.4%

H25より高める
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1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

事務事業の今後の方向性

公園維持管理事業 都市整備課 44,153 見直し 拡　充

【 施策の達成(進捗)状況 】

　地域の景観の向上や緑づくりに向けた活動については、公園管理ボランティアにより公園の草刈等

が行われ景観の保全に努めた。

　公園・緑地については、利用率が目標値を下回る結果となったことから、老朽化が進む公園施設の

再整備が必要となっている。公園施設長寿命化計画に基づき計画的に公園施設の再整備を行うことで

公園・緑地の利用率向上を図る。

　森林については、国・道と連携して、森林所有者に対し植林や適正管理に関する情報提供や支援を

行っている。

  また、一般の方々にも森林の役割について広く理解していただけるよう、市内の山林を活用し、小

学生や保護者を対象とした森林体験学習会を実施している。

  今後もこれらの取組を通じて、森林の保全とその必要性に関する意識の向上を図る。

【 施策を構成する事務事業 】

事　務　事　業　名 担当課
事業費(千円)
(H30決算額)

事務事業評価

市有林整備事業

市有林保育管理事業

分収造林受託事業

そらち森林組合補助事業

未来につなぐ森づくり推進事業

林業振興一般管理事務

防風林維持管理事業

公園施設等再整備事業

緑化管理推進事業

成
果
指
標

16
公園管理ボランティア実
施回数

業務取得 公園管理ボランティア実施回数

〈参考〉まちづくり成果指標・関連指標の取得方法

区
分

整理
No 指　　標 取 得 方 法 算　　定　　式　　等

38 除伐・間伐面積 業務取得
市内の国有林・道有林・市有林・民有林面積の除伐・間伐面積の
合計

関
連
指
標

36 公園・緑地の利用率
まちづくり

市民アンケート

市内の公園や緑地をどれくらい利用していますか。　1.よく利用
する(週に数回)　2.ときどき利用する(月に数回)　3.たまに利用
する(年に数回)　4.ほとんど利用しない
1～3の回答者数／全回答者数

37 森林面積 北海道林業統計 市内の国有林・道有林・市有林・民有林面積の合計

都市整備課

都市整備課

農政課

農政課

農政課

農政課

農政課

農政課

農政課

697

7,692

1,148

4,590

800

796

1,636

1,691

7,187

見直し

見直し

見直し

見直し

見直し

現状維持

見直し

現状維持

現状維持

拡　充

拡　充

拡　充

拡　充

縮　小

現行の内容が最適

拡　充

現行の内容が最適

現行の内容が最適
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（17）施　　策 保健

【 施策の目指すべき姿 】

◎市民主体の健康づくりが行われている
　市民一人ひとりが心身の状態に合わせて、安心してこころ豊かな生活を送ることができるよう、健康を意識
した生活習慣が身につく。
　また、地域全体による積極的な健康づくりが行われるなど、市民が主体となって、健康の意識を高めあえる
健康なまちになっていく。
　
【 目指すべき姿に到達するための施策の方向性 】
１ ライフステージに応じた健康づくり

　ライフステージに応じた健康な生活を送ることができるよう、各ライフステージに生じやすい健康や生活の問題を解決し

ていくために、乳幼児期からの生活習慣病予防に視点を置いた食生活や運動などのよりよい生活習慣の定着を図る。

　健康診査やがん検診などの推進により、疾病の早期発見、早期治療に結びつけ、合併症や重症化を予防するほか、加齢に

伴う体調の変化に応じた介護予防について家庭訪問・健康相談を総合的に行い、きめ細かな支援を継続する。

２ 地域主体の健康づくり

　市内で生産される農作物や食文化を生かした食の健康づくり、豊かな環境を生かした運動の取組、人と人とのつながりを

生かしたこころの健康づくりを地域と協働で実施する。

　また、小学校区を基盤に、高齢になっても住み慣れた地域で生活できることを目的とした集いや、子どもがこころ豊かに

育つ地域づくりをめざした世代間交流事業を健康づくり組織、市民組織(主任児童委員・すきやき隊等)と協働で実施する。

このような市民が主役となって健康の意識を高め、支え合えるよう地域主体の健康づくりを引き続き支援する。

びばい未来交響プラン施策評価表 評価対象期間 平成30年度末

【 第６期総合計画「びばい未来交響プラン」の施策体系 】 【 主管課及び関係課 】

６つの柱 誰もが健康でいきいきと暮らせるまちづくり
 主管課：健康推進課

 関係課：市民課
施策の柱 健康づくり

【 まちづくり成果指標・関連指標 】 施策の目指すべき姿や方向性を数値目標で表したもの
区
分

整理
No 指　　標 指　標　の　説　明

目標値 実績値 達成度
(進捗度)H32 H28 H29 H30

成
果
指
標

17
自分が健康だと思う市民
の割合

健康づくりの取組により自分
が健康だと思う市民がどの程
度いるかを見る指標

70.0% 71.1% 68.0% 64.9% 92.7%

41
地域が主体となって健康
づくりに取り組んでいる
活動数

地域が主体又は市と協働で健
康づくりに取り組んでいるか
を見る指標

950回 399回 361回 389回 40.9%

40
1年間で健診を受診した
市民の割合

健康管理に対する意識の高ま
りを定期的に健診を受けてい
る市民の割合から見る指標

75.0% 62.6%

健康づくりを行っている
市民の割合

健康への関心が高まり、健康
づくりを実践している市民の
割合を見る指標

75.0% 60.8% 67.3% 65.8% 87.7%

70.9% 94.5%72.1%

18.1%

【 施策の達成(進捗)状況 】
　ライフステージに応じた健康づくりについては、母子健康手帳交付時や新生児訪問等で妊産婦の体調に応じた相談支援を実施し、乳幼
児や1歳6か月・3歳児健診においては、子どもの健やかな成長の基礎となる食習慣・生活リズムの確立と家族の生活習慣病予防に視点を置
いた個別栄養相談等を実施したほか、学童・思春期には喫煙防止教育、性教育、青壮年期には生活習慣病予防、メンタルヘルス等の健康
教育を実施し、高齢期には、地域での健康教育を実施するなどして、生活機能・認知機能低下の予防に努めた。
　健康診査やがん検診は、家庭訪問や個別の通知等で受診を勧奨し、疾病の早期発見、早期治療に結びつけるとともに、結果相談会の開
催により、自身の健康状態の把握と健康維持や重症化予防のため、きめ細かな支援を継続した。
　地域主体の健康づくりについては、中央小学校と東小学校の2校区で、世代間交流事業を関係団体と協働で実施するほか、運動の習慣化
を図るため、すこやかウォーキングやび～助健康体操を運動推進員と協働で実施、受動喫煙防止に関する講演会や成人式での周知等を関
係各団体と協働で実施し、市民の意識の向上と対策の推進に努めた。
　成果指標として、自分が健康だと思う市民の割合は減少傾向にあるものの、関連指標の健康づくりを行っている市民や健診受診率はH28
と比較して増加傾向にあることや、喫煙率が低下してきていることから、健康に関する意識の向上や主体的な健康づくりが促されてきて
いる。
　今後も市民一人ひとりに応じた相談支援と関係団体と協働による取り組みを継続し、健康意識の向上と主体的な健康づくりの推進に努
める。

42
喫煙している成人市民の
割合

成人が習慣的に喫煙している
かを見る指標

推移を見る指
標なので目標
値は設定しな
い

24.9% 20.3%

関
連
指
標

39
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1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

事務事業の今後の方向性

保健衛生管理事務 健康推進課 4,402 現状維持 現行の内容が最適

【 施策を構成する事務事業 】

事　務　事　業　名 担当課
事業費(千円)
(H30決算額)

事務事業評価

ひとり親家庭等医療費助成事業

重度心身障がい者医療費助成事業

中高年疾病予防事業

定期予防接種事業

健康づくり組織活動推進事業

中高年健康づくり事業

高齢者健康づくり事業

健康づくり啓発事業

保健センター管理運営事務

妊産婦健康増進事業

成
果
指
標

17
自分が健康だと思う市民
の割合

まちづくり
市民アンケート

自分が健康だと思いますか。
1.健康だと思う　2.どちらかといえば健康だと思う　3.どちらか
といえば健康ではないと思う　4.健康ではないと思う
1.2の回答者数／全回答者数

〈参考〉まちづくり成果指標・関連指標の取得方法

区
分

整理
No 指　　標 取 得 方 法 算　　定　　式　　等

関
連
指
標

39
健康づくりを行っている
市民の割合

まちづくり
市民アンケート

健康づくりのために取り組んでいることはありますか。
1.睡眠で十分な休養をとる　2.たばこを吸わない　3.たばこの煙
の影響を受けないようにする　4.適正な体重を維持する　5.週2回
は自分なりに心地よくからだを動かす　6.適量を守って飲酒する
7.栄養のバランスを考えた食事をする　8.塩分をひかえる　9.ス
トレスと上手に付き合うようにする　10.年１回は歯科健診を受け
る　11.その他( )　12.特に取り組んでいない
1から11のうち、3つ以上取り組んでいる回答者数／全回答者数

40
1年間で健診を受診した
割合

まちづくり
市民アンケート

この1年間に健康診断を受けましたか。
1.職場主催の健康診断を受診　2.農協組合員向けの人間ドックを
受診　3.市(保健センター)主催の健康診断を受診　4.個人で医療
機関に行き健康診断を受診　5.その他( )　6.健康診断は受けてい
ない  　               1～5の回答者数／全回答者数

42
喫煙している成人市民の
割合

まちづくり
市民アンケート

20歳以上の方におたずねします。あなたは、現在たばこを吸って
いますか。1.吸う　2.吸わない
1の回答者数/全回答者数

41
地域が主体となって健康
づくりに取り組んでいる
活動数

業務取得 地域主体で健康づくりが推進されている活動数

健康推進課

健康推進課

健康推進課

健康推進課

健康推進課

健康推進課

健康推進課

健康推進課

市民課

3,861

6,116

1,094

517

1,151

563

13,067

39,544

8,758

現状維持

現状維持

見直し

見直し

現状維持

現状維持

見直し

現状維持

現状維持

現行の内容が最適

現行の内容が最適

方法の工夫・改善

方法の工夫・改善

現行の内容が最適

現行の内容が最適

方法の工夫・改善

法令等の定めあり

現行の内容が最適

国民健康保険事業 市民課 2,959,487 現状維持 法令等の定めあり

現状維持

現状維持

現状維持

現状維持

現行の内容が最適

現行の内容が最適

現行の内容が最適

現行の内容が最適

市民課

こども未来課

学務課

健康推進課

70,544

103

142

524感染症予防対策事業

保育所フッ化物洗口推進事業

幼小フッ化物洗口推進事業
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（18）

 

施　　策 地域医療

【 施策の目指すべき姿 】

◎医療と保健、福祉、介護との連携ができている
　市民が住み慣れた地域で安心して生活できる医療が受けられるとともに、保健、福祉、介護との連
携体制ができている。

【 目指すべき姿に到達するための施策の方向性 】

１ 地域医療体制
　市民が住み慣れた地域で安心して生活できるよう、美唄市地域医療再構築プランに基づき、少子高
齢社会に対応した保健・福祉・介護との包括的な連携システムの構築に向けた取組を進めるととも
に、北海道が策定する地域医療構想との整合性を図りながら、医療と保健福祉の総合的な施設整備に
向けた取組を進める。
　また、救急医療については、地元医師会や近隣中核病院と緊密な連携を図り、救急搬送や救急医療
体制を確保していく。

２ 市立美唄病院
　美唄市地域医療再構築プランによる連携基幹病院として、保健・福祉・介護との連携を図り、在宅
医療や予防医療に取り組むとともに、信頼される病院づくりを目指して、優れた人材の確保と研修な
どによる育成に努めるなど運営体制の充実を図っていく。
　また、経営の安定化を進めるとともに、施設の規模・機能を再編し、老朽化施設の建て替え整備を
進める。

びばい未来交響プラン施策評価表 評価対象期間 平成30年度末

【 第６期総合計画「びばい未来交響プラン」の施策体系 】 【 主管課及び関係課 】

６つの柱 誰もが健康でいきいきと暮らせるまちづくり
 主管課：医療等拠点づくり推進室
 
 関係課：健康推進課、市立美唄病院

施策の柱 健康づくり

【 まちづくり成果指標・関連指標 】 施策の目指すべき姿や方向性を数値目標で表したもの

区
分

整理
No 指　　標 指　標　の　説　明

目標値 実績値 達成度
(進捗度)H32 H28 H29 H30

成
果
指
標

18 人口10万人当たり医師数
市内の医師数を他市町村と比
較するため、人口10万人に換
算した指標

推移を見る
指標なので
目標値は設
定しない

185.7人 185.7人 187.2人

62.1%
△10.9
ﾎﾟｲﾝﾄ

45
市立美唄病院経常収支比
率

市立美唄病院の経常収益と経
常費用を対比した指標

107.0% 101.4% 109.1% 106.8%

44 市立美唄病院病床利用率
市立美唄病院の病床の稼働率
を見る指標

73.0% 67.4% 63.6%

△0.2
ﾎﾟｲﾝﾄ

関
連
指
標

43 人口10万人当たり病床数
市内の病床数を他市町村と比
較するため、人口10万人に換
算した指標

推移を見る
指標なので
目標値は設
定しない

1,843.9床 1,843.9床 1,897.1床

(H26)

(H26)

(H26)

(H26)

(H28)

(H27)
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2

3

事務事業の今後の方向性

市立美唄病院事業 病院事務局 1,611,914 見直し 方法の工夫・改善

【 施策の達成(進捗)状況 】

　地域医療については、平成24年3月に市内の医療機関の代表者で構成する「地域医療体制の在り方検

討委員会」でまとめた今後の地域医療提供体制の方向性を踏まえ、平成25年3月に「地域医療提供体制

ビジョン」、平成26年3月にはアクションプランとして、「地域医療再構築プラン」を策定した。

　この計画に基づき、平成26年度には、保健・福祉・介護との包括的な連携システムの構築に向けた

取組として「美唄市在宅医療・介護多職種ネットワーク会議」を設立。また、総合的な保健福祉施設

及び市立美唄病院の整備に向けた検討委員会を設置、協議を行い、平成29年3月「基本構想・基本計

画」、平成30年1月には「基本設計」をまとめた。

　こうした中、「基本設計」の市民説明会において、病院の経営や市の財政推計に不安や心配の声が

寄せられたため、実施設計を延期し、改めて、市民理解をいただくため説明会を開催し、市民、各団

体の方々に、「市立病院の必要性」、「建設費と財政負担」、「将来の病院経営の推計」等について

丁寧に説明し、意見等をいただくとともに、市民委員会を設置し、説明会等における市民からの意見

等を参考に検討し、提言をいただき、これらの意見、また、議会議論等を踏まえ、今後の事業推進に

ついて総合的に判断して、平成31年1月「実施設計」を契約した。

　市立美唄病院については、平成28年度に策定した「市立美唄病院改革プラン」を推進し、引き続き

健全経営に取り組むとともに病院施設の規模・機能を再編し、老朽化施設の建て替え整備を進める。

　また、医師会等の協力を得て救急医療体制を維持存続するとともに、医療機器の整備や医療スタッ

フの確保に努めた。

【 施策を構成する事務事業 】

事　務　事　業　名 担当課
事業費(千円)
(H30決算額)

事務事業評価

救急医療啓発普及事業 健康推進課 4,531 現状維持 現行の内容が最適

医療等拠点づくり推進事業 医療等拠点づくり推進室 217 見直し 縮　小

成
果
指
標

18 人口10万人当たり医師数
北海道保健
統計年報

北海道保健統計年報の数値（直近）

〈参考〉まちづくり成果指標・関連指標の取得方法

区
分

整理
No 指　　標 取 得 方 法 算　　定　　式　　等

45
市立美唄病院経常収支比
率

業務取得 経常収益／経常費用

関
連
指
標

43 人口10万人当たり病床数
北海道保健
統計年報

北海道保健統計年報の数値（直近）

44 市立美唄病院病床利用率 業務取得 年間延べ入院患者数／年間延べ病床数
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（19）施　　策 障がい者福祉

【 施策の目指すべき姿 】

◎障がい者が暮らしやすい環境になっている
　福祉サービスの充実が図られるとともに障がい者やその家族も役割を担いながら、一人ひとりが個
性ある人間として尊重され、住みなれた地域で安心して暮らし続けられるようになる。

【 目指すべき姿に到達するための施策の方向性 】

１ 障がい者福祉サービス
　障がい者が住みなれた地域で安心して暮らし続けられるよう様々な支援を切れ目なく提供するた
め、事業者との連携を強化しサービス利用計画の作成やモニタリングを行い、充実したサービス提供
体制の構築を継続して進める。

２ 障がい者の地域での生活
　障がい者の生活を地域全体で支えるしくみを推進するため、緊急時の相談や親元からの自立など、
障がい者やその家族からの相談の体制を強化するとともに、福祉サービスの利用や一人暮らしなど体
験の機会や場を提供するなど、地域の事業者が機能分担をして支援体制を確立していく。

びばい未来交響プラン施策評価表 評価対象期間 平成30年度末

【 第６期総合計画「びばい未来交響プラン」の施策体系 】 【 主管課及び関係課 】

６つの柱 誰もが健康でいきいきと暮らせるまちづくり

 主管課：地域福祉課施策の柱 福祉のまちづくり

【 まちづくり成果指標・関連指標 】 施策の目指すべき姿や方向性を数値目標で表したもの

区
分

整理
No 指　　標 指　標　の　説　明

目標値 実績値 達成度
(進捗度)H32 H28 H29 H30

入所待機障がい者数
待機者の増減により、施設配
置の充実度を測る指標

0人 4人 4人 2人 2人超過

成
果
指
標

19
地域で生活できている障
がい者の割合

障がい者の自立に向けた取組
の成果を地域で生活できてい
る障がい者の割合で見る指標

96.7% 96.0% 95.9% 94.8% 98.0%

327件 163.5%47
サービス等利用計画の作
成件数

地域生活等を支えるサービス
の充実度を計画件数の推移か
ら見る指標

200件 429件 373件

関
連
指
標

46
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1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

事務事業の今後の方向性

手話通訳者設置・派遣事業 地域福祉課 4,232 現状維持 現行の内容が最適

【 施策の達成(進捗)状況 】

　障がい者福祉サービスでは、障がい者が住み慣れた地域で安心して暮らせる環境づくりを目指し、

障がいに対する理解と啓発を継続して行い、事業者との連携を強化し、サービス利用計画の作成やモ

ニタリングを行うなど、充実したサービス提供体制の構築を継続して図り、サービスの普及と提供に

努めてきた。

　成果指標については、障がい者と同居する親や親族の高齢化による施設入所の割合も増える一方で

地域に移行する障がい者にも考慮し関係機関とも連携して施策目標の達成に努めてきた。

　そうした状況の中で、障がい者の就労希望が増えており、就労相談支援の充実による就労継続支援B

型事業所への作業訓練の機会の確保や障害者優先調達法による物品調達の推進を図り障害者就労施設

の経済基盤の確立と普及推進を継続して取り組んだ。

　今後においても障がい者の居宅サービスの充実と就労機会の確保に努めるため、障がい者地域自立

支援協議会等において障がい福祉サービスの施策の拡充について検討していく。

【 施策を構成する事務事業 】

事　務　事　業　名 担当課
事業費(千円)
(H30決算額)

事務事業評価

障がい者スポーツ大会参加補助事業 地域福祉課 2,605 現状維持 現行の内容が最適

障がい者居宅介護等事業 地域福祉課 24,241 現状維持 法令等の定めあり

障がい者在宅支援事業 地域福祉課 2,414 現状維持 現行の内容が最適

障がい者在宅福祉一般管理事務 地域福祉課 1,480 現状維持 現行の内容が最適

障がい者相談支援事業 地域福祉課 17,890 現状維持 法令等の定めあり

障がい者福祉一般管理事務 地域福祉課 676 現状維持 現行の内容が最適

障がい者グループホーム支援事業 地域福祉課 140,637 現状維持 法令等の定めあり

障がい者移動支援等事業 地域福祉課 1,834 現状維持 法令等の定めあり

特別障がい者手当等支給事業 地域福祉課 7,911 現状維持 法令等の定めあり

日常生活用具等給付事業 地域福祉課 8,275 現状維持 法令等の定めあり

補装具給付事業 地域福祉課 9,936 現状維持 法令等の定めあり

特定疾患患者等支援事業 地域福祉課 230 現状維持 現行の内容が最適

更生医療給付事業 地域福祉課 30,608 現状維持 法令等の定めあり

精神障がい者地域生活支援事業 地域福祉課 393 現状維持 現行の内容が最適

恵愛団地集会所管理運営事業 地域福祉課 165 現状維持 現行の内容が最適

施設利用支援事業 地域福祉課 638,362 現状維持 法令等の定めあり

成
果
指
標

19
地域で生活できている障
がい者の割合

業務取得
(市内障がい者数－施設入所者数－長期入院者数)／市内障がい者
数

〈参考〉まちづくり成果指標・関連指標の取得方法

区
分

整理
No 指　　標 取 得 方 法 算　　定　　式　　等

関
連
指
標

46 入所待機障がい者数 業務取得 入所待機障がい者数

47
サービス等利用計画の作
成件数

業務取得 サービス等利用計画の作成件数
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４

〔７〕

（20）施　　策 高齢者福祉

【 施策の目指すべき姿 】

◎高齢者が持てる力を発揮し、いきいきと暮らしている
　高齢者は健康寿命の延伸に努め、高齢者自身も見守りや生活支援などの支援者となり、地域の中で
互いに協力しあい、生きがいを持ち、楽しく生活できている。

【 目指すべき姿に到達するための施策の方向性 】

１ 高齢者の総合的な生活支援
　高齢者が元気なうちから介護予防に取り組み、自立した生活が続けられるよう支援する。また、今
後増加が見込まれる認知症高齢者への対応を進めるとともに、支援や介護を必要とする状態になって
も住み慣れた自宅や地域で暮らし続けられるよう、保健、医療、福祉関係者が連携して各種サービス
の提供を図り、地域包括支援センターを中心とした地域包括ケア体制を進める。 

２ 生きがいづくり
　老人クラブ活動や高齢者の雇用の場としてのシルバー人材センターの活動など高齢者の経験や知
識、技能を地域社会で生かすことができるよう活動を支援するとともに、生涯学習や生涯スポーツな
どの多様な社会活動への参加を促進する。 

３ 社会保障制度の運用
　各種の社会保険制度については、少子高齢化が進み医療費が増え続けていく中、高齢者の方が安心
して医療を受けられるための後期高齢者医療制度や介護が必要であると認定された場合にサービスを
利用できる介護保険制度など、利用者が安心できるような制度運営を進める。

びばい未来交響プラン施策評価表 評価対象期間 平成30年度末

【 第６期総合計画「びばい未来交響プラン」の施策体系 】 【 主管課及び関係課 】

６つの柱 誰もが健康でいきいきと暮らせるまちづくり
 主管課：高齢福祉課

 関係課：恵風園、恵祥園
施策の柱 福祉のまちづくり

【 まちづくり成果指標・関連指標 】 施策の目指すべき姿や方向性を数値目標で表したもの

区
分

整理
No 指　　標 指　標　の　説　明

目標値 実績値 達成度
(進捗度)H32 H28 H29 H30

生きがいを持っている高
齢者の割合

生きがいをもって暮らしてい
る高齢者の達成度を測る指標

78.0% 63.8% 68.5% 60.3% 77.3%

成
果
指
標

20 自立高齢者率
保健や介護予防の取組により
要介護者がどの程度抑えられ
ているかを見る指標

82.0% 81.6% 80.9% 79.9% 97.4%

226人 92.2%49
シルバー人材センター会
員数

社会参加の状況をシルバー人
材センター会員数から見る指
標

245人 228人 221人

関
連
指
標
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1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

事務事業の今後の方向性

介護予防把握事業 高齢福祉課 25,694 現状維持 法令等の定めあり

【 施策の達成(進捗)状況 】

　高齢者福祉については、高齢者が住み慣れた地域で安心して生活できるよう、地域包括ケア体制の
充実に努めた。
　高齢者の総合的な生活支援としては、介護予防推進のため、貯筋体操や出前講座を通し、自立した
生活を送れるよう事業を実施したほか、ご近所同士の支え合い活動を進め在宅生活が少しでも長く続
けられるよう生活を支援する体制づくりに取り組んだ。また、認知症への対応として、認知症カフェ
や認知症サポーター養成講座を昨年に引き続き実施するとともに、認知症初期集中支援チーム設置に
向けた準備を行い、平成30年に認知症初期集中支援チームを設置した。
　高齢者の生きがいづくりとしては、シルバー人材センターと老人クラブに補助金を交付して活動を
支援するとともに、老人クラブと市が共同で事業を実施するなど、より良い老後が送れるよう活動推
進に努めた。
　社会保障制度については、制度を理解し安心して利用できるように、介護保険、国民健康保険、後
期高齢者医療保険各会計の決算状況をまとめ、市内数か所に配置するとともに、市民向けの出前講座
を実施し制度の周知に努めた。また、介護サービス事業所への立ち入り調査を通し、適正な介護保険
制度運営となるよう取り組んだ。
　そのほか、平成30年度から高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画（第7期計画）を策定し、推進し
ている。

【 施策を構成する事務事業 】

事　務　事　業　名 担当課
事業費(千円)
(H30決算額)

事務事業評価

一般介護予防事業 高齢福祉課 3,185 現状維持 法令等の定めあり

生活支援短期宿泊事業 高齢福祉課 1,402 現状維持 法令等の定めあり

介護予防マネジメント事業 高齢福祉課 33,208 現状維持 法令等の定めあり

食事サービス事業 高齢福祉課 18,718 現状維持 法令等の定めあり

高齢者世話付住宅生活援助員派遣事業 高齢福祉課 5,166 現状維持 法令等の定めあり

家族介護用品支給事業 高齢福祉課 432 現状維持 法令等の定めあり

家族介護者交流事業 高齢福祉課 112 現状維持 法令等の定めあり

認知症高齢者やすらぎ支援訪問員派遣事業 高齢福祉課 240 現状維持 法令等の定めあり

老人福祉施設入所措置事業 高齢福祉課 104,234 現状維持 法令等の定めあり

老人クラブ連合会運営補助事業 高齢福祉課 1,500 見直し 拡　充

単位老人クラブ運営費等補助事業 高齢福祉課 1,316 終　了 廃　止

福祉スポーツ大会事業 高齢福祉課 249 現状維持 現行の内容が最適

老人福祉一般管理事務 高齢福祉課 104 現状維持 現行の内容が最適

緊急通報システム管理運営事業 高齢福祉課 704 現状維持 現行の内容が最適

福祉除雪事業 高齢福祉課 578 現状維持 現行の内容が最適

間口除雪事業 高齢福祉課 10,893 現状維持 現行の内容が最適

福祉灯油事業 高齢福祉課 1,085 現状維持 現行の内容が最適

移送サービス事業 高齢福祉課 827 現状維持 現行の内容が最適

地域包括支援センター運営事業 高齢福祉課 9,045 現状維持 法令等の定めあり

社会福祉法人等利用者負担軽減事業 高齢福祉課 1,091 現状維持 法令等の定めあり

介護保険給付事業 高齢福祉課 2,446,806 現状維持 法令等の定めあり

介護保険事業 高齢福祉課 67,665 現状維持 法令等の定めあり

介護サービス事業 恵祥園管理課 216,669 見直し 方法の工夫・改善

介護給付適正化事業 高齢福祉課 90 現状維持 法令等の定めあり

恵風園生活事務 恵風園 54,048 現状維持 現行の内容が最適

恵風園管理事務 恵風園 24,934 見直し 方法の工夫・改善

恵風園整備事業 恵風園 972 終　了 休　止

応急生活資金貸付事業 地域福祉課 3,000 現状維持 現行の内容が最適

※

- 50 -



30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

事　務　事　業　名 担当課
事業費(千円)
(H30決算額)

事務事業評価

事務事業の今後の方向性

社会福祉一般管理事務 地域福祉課 324 現状維持 現行の内容が最適

後期高齢者医療事業 市民課 724,136 現状維持 法令等の定めあり

生活保護事務 地域福祉課 12,334 現状維持 法令等の定めあり

生活保護扶助事業 地域福祉課 917,940 現状維持 法令等の定めあり

市民後見人等養成・活用事業 高齢福祉課 921 現状維持 法令等の定めあり

地域包括支援システム改修事業 高齢福祉課 2,327 現状維持 法令等の定めあり

生活困窮者自立支援事業 地域福祉課 10,977 現状維持 現行の内容が最適

東地区生活支援センター整備事業 高齢福祉課 5,810 現状維持 現行の内容が最適

認知症施策の推進事業 高齢福祉課 7,231 現状維持 法令等の定めあり

訪問型サービス事業 高齢福祉課 21,657 現状維持 法令等の定めあり

通所型サービス事業 高齢福祉課 46,277 現状維持 法令等の定めあり

高額介護相当サービス費等事業 高齢福祉課 88 現状維持 法令等の定めあり

成年後見人制度利用支援事業 高齢福祉課 7 現状維持 法令等の定めあり

〈参考〉まちづくり成果指標・関連指標の取得方法

介護予防支援事業 高齢福祉課 23,139 現状維持 法令等の定めあり

在宅医療・介護連携推進事業 高齢福祉課 5,703 現状維持 現行の内容が最適

生活支援体制整備事業 高齢福祉課 5,511 現状維持 現行の内容が最適

　※　「終了／廃止」となっているが、事業の内容は、他の事業に統合され継続する。

成
果
指
標

20 自立高齢者率 業務取得
65歳以上の市民のうち要支援・要介護認定を受けていない市民の
割合

区
分

整理
No 指　　標 取 得 方 法 算　　定　　式　　等

関
連
指
標

48
生きがいを持っている高
齢者の割合

まちづくり
市民アンケート

いま生きがいをもって暮らしていますか。
1.はい　2.いいえ
65歳以上の1の回答者数／65歳以上の回答者数

49
シルバー人材センター会
員数

業務取得 シルバー人材センターの会員数
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（21）施　　策 防災・防犯・交通安全

【 施策の目指すべき姿 】

◎安全、安心な地域体制が整備される
地域が一体となって、防災活動や防犯活動、交通安全活動を行うことで、安全で安心な地域が実現

している。

【 目指すべき姿に到達するための施策の方向性 】

１ 防災
総合的な防災体制の強化や耐震化への対応とともに、自主防災組織の組織化を進め、防災訓練の実

施や防災意識の向上により、災害に強い安全で安心な地域づくりを進める。
また、企業、各団体等とも連携を取りながら、住民自らが生命・財産を守る防災訓練についても支

援を行う。
河川の洪水等については、被害を防止するため、国の河川整備の早期完成に向けた要望を継続する

ほか、市の管理する河川は草刈りなどの維持管理を適切に行う。
　
２ 防犯

地域の防犯力を高めるうえで大きな役割を果たす自主防犯組織の設立を進め、防犯パトロールを地
域的に広げるとともに、警察や防犯協会、暴力追放運動推進協議会と連携をとりながら、犯罪者等が
近寄らないまちづくりを進める。

３ 交通安全
交通安全3ゼロ運動推進協議会と連携のうえ、幼稚園児や小学校低学年の生徒を対象とした「青空教

室」や、小学校中学年を対象とした「自転車教室」、老人クラブを対象にした「高齢者交通安全教
室」を開催し、交通事故の被害者となりやすい各世代に対して交通安全の重要性を伝えていく。

また、安全運転、シートベルトの着用、飲酒運転の撲滅などに関して、重点的な啓発活動を実施す
るとともに、警察署と連携して交通事故防止に関する情報提供を行う。
　

びばい未来交響プラン施策評価表 評価対象期間 平成30年度末

【 第６期総合計画「びばい未来交響プラン」の施策体系 】 【 主管課及び関係課 】

６つの柱 安全で安心して住めるまちづくり
 主管課：危機管理対策室
 
 関係課：生活環境課

施策の柱 安全づくり

【 まちづくり成果指標・関連指標 】 施策の目指すべき姿や方向性を数値目標で表したもの

区
分

整理
No 指　　標 指　標　の　説　明

目標値 実績値 達成度
(進捗度)H32 H28 H29 H30

95件 92件 △ 56件

成
果
指
標

21 自主防災組織率
自主的な防災活動の取組がど
の程度広がっているかを見る
指標

45.0% 19.1% 19.6% 18.8% 41.8%

35件
4件

超過
51 年間交通事故発生件数

交通安全の取組の成果を1月1
日から12月31日までの美唄警
察署管内の交通事故発生件数
で見る指標

49件 57件

関
連
指
標

50 刑法犯認知件数
市内の犯罪発生状況を見る指
標

111件H25より減らす

H25より減らす

148件

31件
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1

2

3

4

5

6

7

8

事　務　事　業　名 担当課
事業費(千円)
(H30決算額)

事務事業評価

事務事業の今後の方向性

【 施策の達成(進捗)状況 】

防災については、平成30年北海道胆振東部地震における災害対応を検証し、改善することにより、
総合的な防災体制の強化を行った。

また、地域防災計画に基づく防災訓練の実施や、自主防災組織の設立促進に努めるとともに、自主
防災組織や町内会などで防災講座を開催するなど、防災教育の実施により防災意識の向上を図った。
さらに、非常用食料品や簡易トイレなどの災害用備蓄品等の整備を行った。引き続き、災害用備蓄品
等の整備を計画的に進めるとともに、自主防災組織の防災訓練に対する支援などを通して、自主防災
組織の組織化を推進し、災害に強い安全で安心な地域づくりを進めていく。

防犯については、指標としている美唄警察署管内の刑法犯認知件数は年々減少傾向にあり、平成30
年も昨年に比べて減少している。美唄警察署や地域安全活動推進協議会、自主防犯パトロール隊と協
力しながら、さらなる防犯活動を推進していく。

交通安全については、平成25年以降交通事故発生件数は増加を続けていたが、平成30年は大きく減
少し、目標値に近づいた。今後も美唄警察署による交通事故の事故要因の分析と対策を進めるととも
に、市民が交通事故にあわないよう、特に児童や高齢者を対象とした交通安全教室の開催に力を入れ
ていく。

【 施策を構成する事務事業 】

地域防災事業 危機管理対策室 2,076 見直し 方法の工夫・改善

地域安全活動補助事業 生活環境課 340 見直し 方法の工夫・改善

交通安全３ゼロ運動推進補助事業 生活環境課 812 見直し 方法の工夫・改善

交通安全対策事業 生活環境課 977 現状維持 現行の内容が最適

全国瞬時警報システム新型受信機整備事業 危機管理対策室 1,024 終　了 事業完了

〈参考〉まちづくり成果指標・関連指標の取得方法

市民生活支援事務 生活環境課 1,029 現状維持 現行の内容が最適

防災資機材等整備事業 危機管理対策室 744 現状維持 現行の内容が最適

遺家族等援護事務 生活環境課 255 現状維持 現行の内容が最適

成
果
指
標

21 自主防災組織率 業務取得 自主防災組織加入世帯数／全世帯数

区
分

整理
No 指　　標 取 得 方 法 算　　定　　式　　等

関
連
指
標

50 刑法犯認知件数 業務取得 美唄警察署公表の刑法犯認知件数

51 年間交通事故発生件数 業務取得 美唄警察署公表の人身交通事故発生件数
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（22）施　　策 消防

【 施策の目指すべき姿 】

◎市民の安全・安心を守る消防体制ができている
　消防体制が維持され、火災予防の意識が普及し、救命処置を行う体制ができている。

【 目指すべき姿に到達するための施策の方向性 】

１ 火災予防
　火災を防ぎ、火災による被害を軽減するため、幼年消防クラブや婦人防火クラブをはじめ、事業所
や一般家庭などに対する広報や啓発活動などを行い、火災予防意識の向上に取り組む。

２ 救急業務
　救急隊員の資質・技術の向上を図るとともに、医療機関との連携を強化し、迅速な救急搬送ができ
る体制づくりを進める。
　
３ 消防組織と装備
　消防組織は、消防需要や社会情勢などを分析し、より効果的・効率的な消防の業務の体制づくりを
進める。また、消防団については、充実した組織体制と効果的で効率的な活動体制の構築を図り、消
防隊と連携した実践的な訓練や研修を実施し、各種災害に対する知識と技術の向上を図る。
　消防分団庁舎は、防災拠点施設としての役割を勘案して、計画的な改築や改修を進めるとともに、
各地域における適正な配置に努める。消防車両・消火栓・消防装備等は更新の目安となる年限を基
に、修理履歴などを勘案して計画的に更新を進めるとともに、最新の技術に目を向け、より効果的・
効率的な装備、資機材、車両の導入に努める。

びばい未来交響プラン施策評価表 評価対象期間 平成30年度末

【 第６期総合計画「びばい未来交響プラン」の施策体系 】 【 主管課及び関係課 】

６つの柱 安全で安心して住めるまちづくり

 主管課：消防本部施策の柱 安全づくり

【 まちづくり成果指標・関連指標 】 施策の目指すべき姿や方向性を数値目標で表したもの

区
分

整理
No 指　　標 指　標　の　説　明

目標値 実績値 達成度
(進捗度)H32 H28 H29 H30

成
果
指
標

22 出火率
火災予防の取組によりどの程
度火災の発生が抑えられてい
るかを見る指標

0.0% 3.1% 7.2% 3.2%

＋3.2

ﾎﾟｲﾝﾄ

関
連
指
標

52 住宅用火災警報器設置率

火災防止のための家庭の対応
状況を設置義務がある住宅用
火災警報器の設置率で見る指
標

100.0% 90.0% 90.0% 90.0% 90.0%

負数は

目標値達成
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1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

事務事業の今後の方向性

救急業務推進事業 消防本部 2,987 現状維持 現行の内容が最適

【 施策の達成(進捗)状況 】

　火災予防については、査察及び広報活動を行い、家庭における防火意識の向上に取り組み、住宅火
災による被害の軽減に努めた。今後も住宅用火災警報器の設置及び維持管理の重要性を広く市民に普
及啓発し火災による死傷者の軽減に努める。
　救急業務については、応急手当の普及を図る市民向けの救急講習会を実施したほか、救急救命士の
病院実習及び各種研修を通じて救命処置のスキルアップを図った。引き続き、救急技術の研鑽を図り
救命率の向上に努める。
　消防組織については、各種イベントのほか広報活動を通じて消防団入団への呼びかけを積極的に行
うとともに教育訓練及び研修会を開催し消防団充実強化の取り組みを実施した。
　消防装備については、消火栓の新設及び更新を実施したほか、老朽化した大型水槽車の更新及び消
防分団詰所の改修工事を行うなど、消防力の充実強化を図った。今後も計画的に装備の更新を実施し
ていく。

【 施策を構成する事務事業 】

事　務　事　業　名 担当課
事業費(千円)
(H30決算額)

事務事業評価

消防施設管理事業 消防本部 2,525 現状維持 現行の内容が最適

消防車両管理事業 消防本部 4,564 現状維持 現行の内容が最適

消防水利管理事業 消防本部 3,623 現状維持 現行の内容が最適

消防水利整備事業 消防本部 3,639 現状維持 現行の内容が最適

消防車両整備事業 消防本部 59,602 現状維持 現行の内容が最適

消防施設整備事業 消防本部 4,617 現状維持 現行の内容が最適

常備消防事業 消防本部 20,416 現状維持 現行の内容が最適

消防団運営事業 消防本部 28,670 現状維持 現行の内容が最適

区
分

整理
No 指　　標 取 得 方 法 算　　定　　式　　等

〈参考〉まちづくり成果指標・関連指標の取得方法

火災予防推進事業 消防本部 437 現状維持 現行の内容が最適

通信指令施設管理事業 消防本部 7,096 現状維持 現行の内容が最適

関
連
指
標

52 住宅用火災警報器設置率 業務取得 住宅用火災警報器設置率

成
果
指
標

22 出火率 業務取得
人口1万人当たり火災件数
(年間出火件数／総人口×1万人)
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（23）

１ 消費者保護体制の充実
複雑・多様化する市民からの相談に対して、幅広い情報の収集や専門的知識に基づく情報の提供

と、適切な解決策の提示を行うことができるよう、相談員を各種研修へ派遣するなど、相談員のスキ
ルアップを図るとともに、消費者協会などの関係機関と協力して対応し、迅速な解決を図る。

また、近年、悪質商法などの消費者被害は複雑かつ多様化してきており、被害者が個人で悪質事業
者に立ち向かうことが極めて難しくなってきていることから、市や警察、消費生活センター、地域の
安全・安心を守る様々な団体との連携を図っていく。

２ 消費者情報提供の充実
全ての市民が安全な消費生活を送れるよう、「地域消費者被害防止ネットワーク」での情報を各種

イベント時やホームページ、市広報紙で周知するとともに、PIO-NET(全国消費生活情報ネットワー
ク・システム)を活用し、全国の事例についても収集・発信し、消費生活センターの対応力を高めてい
く。

びばい未来交響プラン施策評価表 評価対象期間 平成30年度末

【 第６期総合計画「びばい未来交響プラン」の施策体系 】 【 主管課及び関係課 】

６つの柱 安全で安心して住めるまちづくり

 主管課：生活環境課施策の柱 安心づくり

施　　策 消費者保護

【 施策の目指すべき姿 】

◎消費者被害を未然に防ぐための体制が整っている
消費者被害を未然に防ぎ、安心して消費者生活を送ることができるよう、必要な消費者情報を提供

し、相談に適切に対応することができる体制が整っている。

【 目指すべき姿に到達するための施策の方向性 】

【 まちづくり成果指標・関連指標 】 施策の目指すべき姿や方向性を数値目標で表したもの

区
分

整理
No 指　　標 指　標　の　説　明

目標値 実績値 達成度
(進捗度)H32 H28 H29 H30

成
果
指
標

23
消費者相談窓口を知って
いる市民の割合

消費者被害を未然に防止する
ために、相談窓口の場所をど
の程度の市民が知っているか
を見る指標

60.0%

関
連
指
標

53 消費者相談件数

消費者被害を未然に防ぐため
に相談窓口をどの程度利用し
ているかを相談件数で見る指
標

60件

54 消費者生活展参加者数

消費者保護や商品情報等に対
する関心がどの程度あるかを
消費者生活展の参加者数で測
る指標

220人 170人

46.5% 46.8% 43.0% 71.7%

86件 90件 96件

190人 86.4%210人
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1

2 477 現状維持

【 施策の達成(進捗)状況 】

消費者相談については、美唄市消費生活センター（美唄消費者協会に業務委託）に相談が寄せられ
ているが、件数については、前年度に比べ6件増え、96件となった。

年々巧妙化する手口により相談内容も複雑化してきており、消費生活センターの存在価値も高まっ
てきている。

今後も、研修会に参加するなどし、複雑・巧妙化する手口に帯する相談員のスキルアップを図ると
ともに、消費生活展やパネル展、講演会などの開催、ホームページや広報紙などを活用することで、
市民へ情報提供を行っていきたい。

【 施策を構成する事務事業 】

事　務　事　業　名 担当課
事業費(千円)
(H30決算額)

事務事業評価

事務事業の今後の方向性

消費者保護対策事業 生活環境課 1,674 現状維持 現行の内容が最適

現行の内容が最適

区
分

整理
No 指　　標 取 得 方 法 算　　定　　式　　等

成
果
指
標

23
消費者相談窓口を知って
いる市民の割合

まちづくり
市民アンケート

商品購入トラブルや訪問販売での困りごとなど、市内の相談窓口
を知っていますか。　　1.はい　2.いいえ
1の回答者数／全回答者数

〈参考〉まちづくり成果指標・関連指標の取得方法

法律相談事務 生活環境課

関
連
指
標

53 年間消費者相談件数 業務取得 消費者相談件数

54 消費者生活展参加者数 業務取得 消費者生活展参加者数
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（24）施　　策 雇用対策

【 施策の目指すべき姿 】

◎安心して働ける職場環境がある
　求職者の個性と能力が生かされる環境が構築され、事業主と従業員が理解・協力し合い、安心・安
全な雇用・就業環境が形成される。

【 目指すべき姿に到達するための施策の方向性 】

１ 雇用環境
　企業誘致活動や地域資源を活用した産業の6次化に向けた取組を戦略的に取り組むとともに、女性、
若者、シニア世代の就労の場の創出に努めながら、若者の雇用や優秀な技術を有するリタイア世代の
再就職支援を図るため、事業主に対して、国の雇用奨励助成制度や道の雇用支援制度、市の人材育成
支援制度の活用について、積極的にPRするとともに、実習生の受入や実際の地場企業の経営者による
講演会の実施について、積極的に働きかけ、次の世代を担う子ども達の職業観の育成や起業意欲の醸
成を図る。
　また、子育て世帯が安心して就労できるよう、子育て支援策の拡充や保育環境の整備を進めるとと
もに、美唄市シルバー人材センターによる高年齢者の就業機会確保対策に対し支援するほか、ハロー
ワークや企業と連携し、体験就労を含めた、様々な障がい者サポートなどを通じ、障がい者雇用の拡
充に努める。

２ 就業環境
　ハローワーク等、関係機関と連携し、事業者に対して、労働基準法や最低賃金法、労働安全衛生法
で定めている労働時間・年次有給休暇や賃金、労働者の安全と健康確保対策について遵守するよう働
きかけるほか、美唄市勤労者共済会への支援を通じ、雇用及び福利厚生事業の充実を図る。

びばい未来交響プラン施策評価表 評価対象期間 平成30年度末

【 第６期総合計画「びばい未来交響プラン」の施策体系 】 【 主管課及び関係課 】

６つの柱 安全で安心して住めるまちづくり

 主管課：経済観光課施策の柱 安心づくり

【 まちづくり成果指標・関連指標 】 施策の目指すべき姿や方向性を数値目標で表したもの

区
分

整理
No 指　　標 指　標　の　説　明

目標値 実績値 達成度
(進捗度)H32 H28 H29 H30

成
果
指
標

24 職業紹介者の就職率
求人情報提供や職業紹介の成
果を見る指標

40.0% 35.1% 45.9% 44.5% 111.3%

15人 △ 44人56 技能講習等受講者数
就業のための技能習得の状況
を、市が指定する研修機関で
受講した人数から見る指標

59人以上 11人 49人

関
連
指
標

55
美唄市ふるさとハロー
ワーク月平均利用者数

求職者が美唄市ふるさとハ
ローワークの求人情報をどの
程度利用しているかを見る指
標

推移を見る
指標なので
目標値は設
定しない

582人 459人 429人
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【 施策の達成(進捗)状況 】

　「ふるさとハローワーク」での職業紹介者の就職率は44.5％となっており、目標値を達成している

ものの、依然として求人側と求職者の雇用のミスマッチについては課題があることから、引き続き、

美唄地域人材開発センターで実施される技能講習(玉掛、フォークリフト、溶接等)を通じて資格取得

することができるよう支援し、新たな雇用につなげていくとともに、ハローワークなど関係機関と連

携のもと、就職相談、求人情報の提供のほか、企業に対しては、国の雇用奨励制度などの活用をPRし

雇用創出を図る。

　また、若年者の就業支援や職場定着の促進を図るため、南空知地域雇用対策協議会(岩見沢市・美唄

市・三笠市・月形町)が行う模擬面接等、各種就職セミナーなどを通じて、新規高校卒業者等の就職を

促進していくとともに、合同企業説明会を開催し、地元企業の雇用確保と推進を図る。

　なお、美唄市季節労働者通年雇用促進協議会と連携し、季節労働者の通年雇用化を促進していく。

　勤労者にとって働きやすい環境を整えるため、勤労者の生活安定や福利厚生の充実を図るととも

に、今後とも勤労者向けの融資制度や福祉共済の支援を継続するほか、職業能力開発講座や技能取得

講座など、企業が行う人材育成の取組への支援を拡充した。

【 施策を構成する事務事業 】

事　務　事　業　名 担当課
事業費(千円)
(H30決算額)

事務事業評価

シルバー人材センター補助事業

地元就職等応援事業

勤労者共済会補助事業

労働相談補助事業

地域人材開発センター運営事業

季節労働者通年雇用促進支援事業

事務事業の今後の方向性

ふるさとハローワーク就労促進支援事業 経済観光課 6,445 現状維持 現行の内容が最適

経済観光課

経済観光課

経済観光課

経済観光課

高齢福祉課

経済観光課

13,000

64

2,000

75

9,040

2,539

成
果
指
標

24 職業紹介者の就職率 業務取得
美唄市ふるさとハローワークで職業紹介を受けた人のうち、実際
に就職に結びついた人の割合

〈参考〉まちづくり成果指標・関連指標の取得方法

区
分

整理
No 指　　標 取 得 方 法 算　　定　　式　　等

関
連
指
標

55
美唄市ふるさとハロー
ワーク月平均利用者数

業務取得 美唄市ふるさとハローワーク年間利用者数／12ヶ月

56 技能講習等受講者数 業務取得 美唄人材開発センターの技能講習を受講した人数

見直し

見直し

現状維持

現状維持

現状維持

現状維持

方法の工夫・改善

方法の工夫・改善

現行の内容が最適

現行の内容が最適

法令等の定めあり

現行の内容が最適
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５

〔９〕

（25）施　　策 コミュニティ

【 施策の目指すべき姿 】

◎地域でのささえあいと人材育成が活性化している
　様々な地域課題やニーズに対応できるよう、事業者やボランティア等の活動を支援し、地域社会の
絆「ささえあい」活動の拡大と地域の人材育成が行われている。

【 目指すべき姿に到達するための施策の方向性 】

１ 地域福祉の推進
　全ての市民が、住み慣れた地域で、ともにささえあい、安心して暮らし続けられる地域コミュニ
ティの形成を目指して、市民一人ひとりの自立と地域住民のささえあいや行政の施策が相互に連携を
図り、住民の地域活動の自立を支援するしくみを創設していく。

２ 地域の活力づくり
　地域課題の認識や相互理解による連携など、市民、地域、団体、社会福祉協議会、市がそれぞれの
役割の中で、実情にあった施策を講じるよう努めていく。

３ 過疎対策
　地域の課題解決のために市職員が取り組む「地域応援チーム」の制度活用や乗合タクシーによる公
共交通の確保により既存集落の機能維持のための支援に努める。

びばい未来交響プラン施策評価表 評価対象期間 平成30年度末

【 第６期総合計画「びばい未来交響プラン」の施策体系 】 【 主管課及び関係課 】

６つの柱 安全で安心して住めるまちづくり
 主管課：地域福祉課

 関係課：企画財政課
施策の柱 安心づくり

【 まちづくり成果指標・関連指標 】 施策の目指すべき姿や方向性を数値目標で表したもの

区
分

整理
No 指　　標 指　標　の　説　明

目標値 実績値 達成度
(進捗度)H32 H28 H29 H30

成
果
指
標

25
地域活動に参加している
市民の割合

コミュニティ活性化の取組が
どの程度地域活動につながっ
ているかを見る指標

58.0% 53.9% 59.0%
△ 6.2
ﾎﾟｲﾝﾄ

関
連
指
標

57
町内会活動を必要と感じ
る市民の割合

地域活動によるコミュニティ
が必要とする度合いを測る指
標

71.8% 71.9% 73.0%
△ 4.4
ﾎﾟｲﾝﾄ

58
保健福祉活動を行ってい
る地区数

地域福祉の充実度を自主的又
は市と協働で保健福祉活動を
行っている地区数から見る指
標

35地区 35地区 42地区 △ 13地区

H25より高める

65.2%

H25より高める

77.4%

H25より増やす

55地区
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【 施策の達成(進捗)状況 】

・すべての市民が、住み慣れた地域で、いきいきと安心して暮らし続けられる地域コミュニティの形
成を目指して、市が策定する地域福祉計画及び社会福祉協議会の地域福祉実践計画をもとに、地域福
祉会館や総合福祉センターを活動の拠点にして、地域住民やボランティア団体等と行政の施策が相互
に連携を図り、ともにささえあう自主的な活動に継続して取り組んできた。
・成果指標では地域活動に参加している市民の割合は、目標値より6.2ポイント、町内会活動を必要と
感じる割合で4.4ポイント、それぞれ減少しており、日本社会における交流の希薄化、無縁社会といっ
た地域活動の低下が見られるが、地域共生社会の実現に向け、地域活動や地域福祉の推進を図るうえ
で、市民、地域、団体、社会福祉協議会、市がそれぞれの役割の中で、実情に合った取り組みを行
い、地域の活力づくりに努めた。
・今後も、様々な地域課題に対応できるよう、事業者やボランティア等の活動を支援し、「ささえあ
い」活動の拡大と地域の人材養成を図る。
・地域応援チームの活動では、市の管理職で構成する各地域の担当者が、町内会長等と連携を図り、
ご自宅への訪問などを通して、地域の事情や課題などを把握するとともに、市の情報提供や地域の活
動などの情報を収集するなど、情報の共有を図るための活動を実施した。

【 施策を構成する事務事業 】

事　務　事　業　名 担当課
事業費(千円)
(H30決算額)

事務事業評価

事務事業の今後の方向性

地域福祉ネットワーク事業

地域福祉会館管理運営事業

現行の内容が最適

現行の内容が最適

現行の内容が最適

現行の内容が最適

地域福祉課

地域福祉課

地域福祉課

地域福祉課

1,456

3,840

17,627

7,183

現状維持

現状維持

〈参考〉まちづくり成果指標・関連指標の取得方法

総合福祉センター管理運営事業 地域福祉課 6,905 現状維持 現行の内容が最適

社会福祉協議会運営補助事業

民生児童委員活動事業

現状維持

現状維持

関
連
指
標

57
町内会活動を必要と感じ
る市民の割合

まちづくり
市民アンケート

町内会・自治会の活動は必要だと思いますか。1.必要だと思う
2.必要とは思わない
1の回答者数／全回答者数

58
保健福祉活動を行ってい
る地区数

業務取得

市内各地域で保健福祉活動を自主的又は市と協働で行っている地
区数(地域ささえあい懇談会、子供懇談会、地域福祉推進大会、ま
ちづくり事業補助数、貯筋体操自主グループ数、びばいっ子フェ
スティバル、地域主体健康づくり事業団体数など)

成
果
指
標

25
地域活動に参加している
市民の割合

まちづくり
市民アンケート

町内会・自治会の行事やあなたが暮らす地域の行事に参加してい
ますか。
1.参加している　2.ときどき参加している　3.参加していない
1.2の回答者数／全回答者数

区
分

整理
No 指　　標 取 得 方 法 算　　定　　式　　等
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〔10〕

（26）施　　策 協働のまちづくり

【 施策の目指すべき姿 】

◎たくさんの人たちがまちづくりに積極的に参画している
　意欲的にまちづくりに関わる人たちが増えていく。

【 目指すべき姿に到達するための施策の方向性 】

１ 協働のしくみづくり
　まちづくりへの参画を促すため、様々な情報を発信・共有することが重要であることから、広報紙
やホームページなどの広報活動や自治組織代表者会議、まちづくり地区懇談会、地域応援チームなど
の広聴活動を行うとともに、美唄サテライト・キャンパスや子育てサポーターを通じて、さらなる積
極的で意欲的な協働のまちづくりを担う「人財」の育成と協働のまちづくりに向けた取組を進めてい
く。

２ 新しい公共の創出
　地域や各団体が行っている防災・防犯や高齢者の見守りなどの取組、それぞれが持つ特性、ノウハ
ウを広報紙やホームページなどを通じて、市民や各種団体、企業などと情報の共有を図ることで、地
域や各団体の活動が活発化するとともに、信頼関係を深め、市民サービスの向上につながるよう地域
との連携を深めていく。

３ 地域主権
　地域主権では、地域のことは地域に住む住民が責任を持ってまちづくりを決めていくことが求めら
れていることから、市職員は、自治の基本である「自律性」をもって、地域の新たな「存在価値」を
見い出し、事業の「選択と集中」､「創意と工夫」を図り、地域力の向上に向けた取組を進めていく。
　また、地域の安全・安心を確保するため、医療や防災、情報化など、管内市町との広域的な連携を
進めていく。

びばい未来交響プラン施策評価表 評価対象期間 平成30年度末

【 第６期総合計画「びばい未来交響プラン」の施策体系 】 【 主管課及び関係課 】

６つの柱 みんなで力を合わせるまちづくり  主管課：企画財政課

 関係課：秘書広報課、
　　　　 サテライト・キャンパス推進室

施策の柱 地域経営の確立

【 まちづくり成果指標・関連指標 】 施策の目指すべき姿や方向性を数値目標で表したもの

区
分

整理
No 指　　標 指　標　の　説　明

目標値 実績値 達成度
(進捗度)H32 H28 H29 H30

成
果
指
標

26 まちづくり参画度

協働のまちづくりの成果とし
て、市民がまちづくりにどの
程度参画しているかを見る指
標

30.0% 14.3% 15.2% 13.7% 45.7%

関
連
指
標

59
美唄サテライト・キャン
パスまちづくりを担う人
材養成講座参加者数

協働のまちづくりを進める際
に必要な人材育成のための講
座への参加者数により協働の
まちづくりの浸透度を測る指
標

100人 23人 51人 42人 42.0%
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【 施策の達成(進捗)状況 】

　協働のしくみづくりの成果を示す指標「まちづくり参画度」は、平成24年度、平成25年度について

は目標値を満たしていたが、平成26年度以降は目標値を下回っており、様々な主体が参加する協働の

まちづくり全体としてやや停滞傾向にあるものと考える。

　今後は、市政に関わる様々な情報をより積極的に発信して、市民との情報の共有を進めるととも

に、地域応援チーム制度や美しきまちづくりサポーター制度などの取組を通じて、市民のまちづくり

への参画をさらに一層進める。

　市内の地域資源を活かしながら、札幌国際大学、札幌大学、札幌大谷大学等の協力をいただき、地

元において専門教育や高等教育を受ける機会を提供することを目的として、平成24年度から実施して

いる美唄サテライト・キャンパスにより人材の育成を図ってきている。目安となる指標「まちづくり

を担う人材養成講座」の平成30年度の受講者数は、平成28年度から増加傾向となっているものの、目

標値を設定した年度から講座の開講数が減少している影響から、目標値を下回る結果となった。引き

続き、市民ニーズを踏まえ、より魅力ある講座構成とすることで、受講者数を維持増加させる必要が

ある。

　市政を全市的な視点で総合的に推進するため、市長・副市長・教育長をはじめ各部長職を構成員と

する美唄市経営会議を平成23年11月に設置した。今後とも、毎月の経営会議において、市全体の様々

な動きや市民要望などを把握し、各部局の情報の共有化を図り、地域の課題に迅速に対応できるよう

努める。

【 施策を構成する事務事業 】

事　務　事　業　名 担当課
事業費(千円)
(H30決算額)

事務事業評価

事務事業の今後の方向性

情報公開・個人情報保護制度運営事務 秘書広報課 13 現状維持 現行の内容が最適

広報事務 秘書広報課 23,898 見直し 方法の工夫・改善

広聴事務 秘書広報課 135 現状維持 現行の内容が最適

事務事業評価システム推進事業 企画財政課 133 現状維持 現行の内容が最適

〈参考〉まちづくり成果指標・関連指標の取得方法

区
分

整理
No 指　　標 取 得 方 法 算　　定　　式　　等

企画一般事務 企画財政課 133 見直し 方法の工夫・改善

現行の内容が最適
サテライト・キャンパス
推進室 50 現状維持美唄サテライト・キャンパス事業

関
連
指
標

59
美唄サテライト・キャン
パスまちづくりを担う人
材養成講座参加者数

業務取得
美唄サテライト・キャンパス「まちづくりを担う人材養成講座」
受講者数

成
果
指
標

26 まちづくり参画度
まちづくり

市民アンケート

あなたは、何かのかたちでまちづくりに参加していますか。
1.積極的に参加している　2.参加している　3.どちらともいえな
い　  4.参加していない方である　5.参加していない
1.2の回答者数／全回答者数
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指標の説明

１ 農商工連携

２ 農業振興

農業総販売額（＊1）

３ 商工業振興

４ 観光・交流

観光入込客数

５ 公共交通

市内公共交通の満足度

６ 情報化推進

光回線普及率

７ 子育て支援

子育てしやすいまちだと思う市
民の割合

８ 学校教育

９ 芸術・文化・生涯学習

生涯学習・スポーツに取り組ん
でいる市民の割合

10 男女共同参画

固定的な性別役割分担意識を持
たない市民の割合

11 平和施策

平和祈念行事数

12 自然保護

市内の自然環境の満足度

13 環境行動

地球にやさしい生活をしている
市民の割合

14 ごみ処理

ごみの適正分別率
％

ごみの適正な排出に関する意識
の向上と実践度を見る指標

90.0 ％ 77.6 ％ 86.2

環境への負荷を減らす取組の成
果を具体的な行動を行っている
市民の割合から見る指標

77.1 ％ △2.0ポイント

自然環境の保全と活用の取組の
成果を市民の満足度から見る指
標

83.0 ％ △2.3ポイント

平和について考える契機となる
行事の数から、平和施策の継続
した取組状況を測る指標

4 件 4 件 100.0 ％

男女共同参画の考え方の浸透度
を測る指標

60.0 ％ 58.6 ％ 97.7 ％

生涯学習施設や情報を提供する
ことにより、活動の機会が得ら
れているかを見る指標

50.0 ％ 35.3 ％ 70.6 ％

学力向上のため、子どもたちが
家庭学習の習慣を身につけてい
るかを見る指標

38.5 % △8.4ポイント

家庭学習を毎日１時間以上行っ
ている子どもの割合 46.4 % △4.5ポイント

％

美唄市がどの程度子育てしやす
い環境にあるかを市民の視点か
ら見る指標

60.0 ％ 23.0 ％ 38.3 ％

情報化を進めるための環境がど
の程度整っているかを見る指標

100.0 ％ 93.4 ％ 93.4

日常生活で公共交通がどの程度
充足しているかを見る指標

70.0 ％ 57.2 ％ 81.7 ％

観光振興・交流推進の成果を観
光入込客数で見る指標

90 万人 31 万人 34.4 ％

192.0 億円

びばい未来交響プラン「まちづくり成果指標」一覧

施策とまちづくり成果指標 H32目標値 H30 達成(進捗)度

農商工連携の取組の成果を、新
たに商品化された特産品数で測
る指標

15 商品 7 商品 46.7 ％

％

新たに商品化された特産品数

農業振興の成果を農産物の総販
売額から見る指標

( H29 )

98.2 ％
55 億円

工業振興の成果を工業出荷額の
総額で見る指標

( H29 )

工業出荷額（＊2） 157.4 億円
82.0

56 億円

中学生 中学生

H23～32の累積

H25より高める

85.3%

小学生 小学生

H25より高める

H25より高める

小学生 46.9%
中学生 50.9%

79.1%

小学生

中学生

小学生

中学生
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15 都市基盤整備

都市機能の満足度

16 景観・緑づくり

公園管理ボランティア実施回数

17 保健

自分が健康だと思う市民の割合

18 地域医療

人口10万人当たり医師数
（＊3）

19 障がい者福祉

地域で生活できている障がい者
の割合

20 高齢者福祉

自立高齢者率

21 防災・防犯・交通安全

自主防災組織率

22 消防

出火率

23 消費者保護

消費者相談窓口を知っている市
民の割合

24 雇用対策

職業紹介者の就職率

25 コミュニティ

地域活動に参加している市民の
割合

26 協働のまちづくり

まちづくり参画度

 出しています。

 本数値の算出に必要な全ての統計数値の発表は、生産年の2年後となります。

 本統計調査結果の発表は、調査期日が属する年の2年後となります。

71.7 ％

自主的な防災活動の取組がどの
程度広がっているかを見る指標

45.0 ％ 18.8 ％ 41.8 ％

消費者被害を未然に防止するた
めに、相談窓口の場所をどの程
度の市民が知っているかを見る
指標

60.0 ％ 43.0 ％

火災予防の取組によりどの程度
火災の発生が抑えられているか
を見る指標

0.0 ％ 3.2 ％

％

％

コミュニティ活性化の取組がど
の程度地域活動につながってい
るかを見る指標

59.0 ％ △6.2ポイント

求人情報提供や職業紹介の成果
を見る指標

40.0 ％ 44.5 ％ 111.3

協働のまちづくりの成果とし
て、市民がまちづくりにどの程
度参画しているかを見る指標

30.0 ％ 13.7 ％ 45.7

98.0 ％

97.4 ％

＋3.2ポイント

市内の医師数を他市町村と比較
するため、人口10万人に換算し
た指標

187.2 人
 推移を見る指標
 なので目標値は
 設定しません

障がい者の自立に向けた取組の
成果を地域で生活できている障
がい者の割合で見る指標

94.8 ％

保健や介護予防の取組により要
介護者がどの程度抑えられてい
るかを見る指標

82.0 ％ 79.9 ％

96.7 ％

健康づくりの取組により自分が
健康だと思う市民がどの程度い
るかを見る指標

70.0 ％ 64.9 ％ 92.7 ％

地域が主体となった景観づくり
の実践状況を見る指標

21 回 75.0 ％

都市基盤整備の成果をＪＲ美唄
駅を中心とした都市機能に対す
る満足度から見る指標

63.5 ％ △4.8ポイント

(＊1)「農業総販売額」は、北海道農林統計協会が発表する「北海道農林水産統計年報(総合編)」の数値を一部引用し算

(＊2)「工業出荷額」は、経済産業省が実施する工業統計調査に基づく数値です。

(＊3)「人口10万人当たり医師数」は、北海道が実施する北海道保健統計年報の調査に基づく直近の数値です。

68.3%

65.2%

( H28 )

28回

H25より高める

H25より高める

H25より高める
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